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I 問 題 と 目 的
1.自開 症 児 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特 徴
自 閉 症 児 の 主 た る 特 性 と して コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 が 挙 げ
られ る。 これ は 言 語 性 と非 言 語 性 、 表 出 と理 解 の 側 面 か ら分 析 で
き る。
言 語 性 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 自 閉 症 で は 無 発 語 の 子
ど も い れ ば 通 常 の 会 話 が 成 立 す る 程 度 の 語 彙 や 文 法 を 獲 得 す る
子 ど も もお り、 言 語 習 得 の レベ ル は 様 々 で あ る。 しか し、 高 度 な
レベ ル の 言 語 を 習 得 して い た と して も 、 そ れ を社 会 的 に 使 用 す る
こ とに 問 題 が 生 じ る (井澤 ,2010)。
表 出 面 に お け る 特 徴 と して エ コ ラ リア が あ り、 即 時 性 と遅 延 性
の 2つに わ け る こ とが で き る。 即 時 性 エ コ ラ リア は そ の 場 で 聞 い
た 同 じ言 葉 を繰 り返 して 発 す る こ とで あ り、 遅 延 性 エ コ ラ リア は
コ マ ー シ ャ ル の フ レー ズ や ア ニ メ の 台 詞 な ど の 以 前 の 出 来 事 の
何 ら か の 部 分 が 記 憶 を 呼 び 起 こ して 独 り言 の よ う に 発 す る こ と
で あ る (Frith,2009)。ま た 、 韻 律 の 統 制 力 の 弱 さ な どの 特 異 な
言 語 症 状 を 有 す る こ とが 指 摘 され て お り、 英 語 圏 の 自 閉 症 児 の 一
次 ア ク セ ン ト の 場 所 が 健 常 児 と 異 な つ て い る と い う 報 告
(Baltaxe&Guthrie,1987)や、抑 揚 の パ タ ー ン が 健 常 児 と 自 閉
症 児 と で は 異 な る と い う報 告 (Fine,Bartolucci,Ginsberg&
Szatmari,1991)がな され て い る。
理 解 面 で は 、 日常 生 活 に 使 用 され る簡 単 な 言 語 指 示 に つ い て 理
解 す る こ とが 必 要 とな る子 ど もか ら、 年 齢 相 応 の 発 達 に あ る 子 ど
も ま で 様 々 で あ る。 高 機 能 自 閉 症 や ア ス ペ ル ガ ー 症 候 群 に 分 類 さ
れ る子 ど も の 多 く は 、 言 語 に お け る言 葉 の 意 味 的 側 面 で あ る意 味
論 や 文 法 的 な 側 面 で あ る 統 語 論 で は ほ ぼ 年 齢 相 応 の 言 語 を 獲 得
す る と言 わ れ て い る。 しか し、 言 葉 の 社 会 的 な 使 用 の 側 面 で あ る
語 用 論 で は 多 くの 問 題 を 有 す る (井澤 ,2010)。例 え ば 、会 社 で 受
け た 電 話 で 相 手 先 が 「(上司 で あ る)Aさん は い ま す か ?」 と尋 ね
て き た 場 合 、 一 般 的 に は そ こ に は 「Aさん が い る な ら電 話 を 代 わ
っ て ほ しい 」 とい うメ ッセ ー ジ が 内 包 され て い る。 しか し、 自 閉
症 児 者 は 字 義 通 りに 言 葉 を解 釈 し 「い ら つ しゃ い ま す 」 とだ け 応
え て し ま う こ と が あ る 。 語 用 論 の 障 害 に つ い て は 、 Tager‐
Flusberg(2000)の自 閉 症 児 、 ダ ウ ン症 児 、年 少 の 健 常 児 を 長 期
的 に 追 跡 した 研 究 に お い て も 、 文 法 形 態 の 範 囲 や 出 現 順 序 に は 全
く差 は な い が 、 自 閉 症 児 は 言 語 の 運 用 の 仕 方 が 他 の 子 ど も と大 き
く差 が あ つ た と示 して い る。 ま た 、 大 井 (2006)は自 閉 症 児 に お
け る 語 用 論 の 障 害 に つ い て 、 会 話 の タ ー ン テ ー キ ン グ 、 術 学 的 な
話 し方 、 人 称 代 名 詞 の 使 用 の 障 害 、 皮 肉 や 反 語 の 理 解 の 障 害 な ど
の 会 話 の テ キ ス トに 関 わ る語 用 の 障 害 を 挙 げ て い る。
非 言 語 性 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に お け る表 出 面 で は 、 相 手 の 目
を 注 視 しな い こ とに よ る ア イ コ ン タ ク トの 不 成 立 や 、 指 さ しを 使
用 しな い こ と、 ク レー ン 行 動 を 使 用 す る こ と な どが 挙 げ られ る 。
理 解 面 で は 、 相 手 が 示 した 非 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 行 動 を
理 解 す る 上 で 、 対 象 物 を 特 定 す る指 さ しで あ る ポ イ ン テ ィ ン グ 、
相 手 に も の を 見 せ る行 動 で あ る シ ョー イ ン グ 、 相 手 が 向 け た 視 線
の 方 向 に 視 線 を 向 け て 相 手 が 見 て い る 対 象 物 を 注 視 す る 行 動 で
あ る 参 照 的 注 視 、 自分 が 見 て い る対 象 物 を 相 手 に 知 らせ た りそ の
対 象 物 に 関 す る 情 報 を 相 手 か ら 引 き 出 す こ と を 目 的 と し た 共 同
注 視 に も 障 害 が あ る と指 摘 され て い る (井澤 ,2010)。
こ の よ うに 、 自閉 症 児 は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に 障 害 が あ り、 そ
の レベ ル は 様 々 で あ る。 ま た 、 そ の 背 景 に は 、 こ だ わ りな ど の 認
知 的 側 面 や 人 に 対 す る 動 機 づ け の 弱 さ な ど の 対 人 意 識 な ど の 自
閉 症 の 特 性 が あ る と考 え られ る。 そ の た め 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン
上 で 問 題 と され て い る 事 象 そ の も の だ け に ア プ ロ ー チ す る の で
は な く、 人 に 対 す る動 機 づ け を 高 め る た め に 人 を 弁 別 刺 激 と して
高 め る 行 動 を 取 り入 れ る な ど の 自 閉 症 の 特 性 を 考 慮 した 指 導 手
続 きや 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を と りた くな る よ うな 環 境 設 定 の 工
夫 な ど の 要 素 も 考 慮 した 幅 広 い 視 点 で 指 導 に あ た る こ と が 求 め
られ る。
2.応用 行 動 分 析 に お け る 言 語 行 動
自 閉 症 児 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障 害 へ の ア プ ロ ー チ を
考 え る 際 、応 用 行 動 分 析 の 立 場 か ら言 語 行 動 と環 境 条 件 と の 相 互
作 用 を 分 析 す る こ とが 有 用 で あ る と考 え られ る。 応 用 行 動 分 析 の
観 点 で は 、「先 行 事 象 」「行 動 」「結 果 事 象 」 の 3つの 要 素 か らな
る 分 析 の 単 位 が 設 定 され る (山本 ,1997)。浅 野 ・ 角 山・ 神 尾 ・ 山
本 (1989)は、 こ の 枠 組 み は 言 語 成 立 に 及 ぼ す 環 境 側 の 変 数 を 明
示 で き る とい う点 で 、 発 達 障 害 児 の 言 語 行 動 を 形 成 し、 機 能 化 さ
せ る プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る 上 で 有 効 で あ る と して い る。 例 え ば 、
子 ど も が 母 親 が 傍 に い な い 場 面 で 頭 を 叩 く 自傷 を 行 つ て お り、 自
傷 を 行 う と母 親 が 駆 け 付 け て くれ て い た とす る。 こ の 状 況 を 分 析
す る と、 頭 を 叩 く 自傷 とい う 「行 動 」 は 母 親 が 傍 に い な い とい う
「先 行 事 象 」の 際 に 行 い 、行 動 を 行 え ば 母 親 が 傍 に い て くれ る「結
果 事 象 」 が あ る とい う環 境 側 の 変 数 を 明 示 で き る。 こ の 場 合 、 自
傷 で は な く 「ね え ね え 」「マ マ 」 な ど の 言 語 行 動 を 教 え 、そ の 「行
動 」が 自発 した 時 に の み 母 親 が 傍 に い て くれ る とい う「結 果 事 象 」
を 後 続 させ る。 よ つ て 、 子 ど も は 自傷 で は な く、 適 切 な 言 語 行 動
を 身 に 付 け る こ と が で き る と い つ た 指 導 プ ロ グ ラ ム を 構 築 す る
こ とが で き る。
Skinner(1957)は、 言 語 行 動 を あ る 個 体 の 属 す る 言 語 共 同 体
の 成 員 に よ つ て 強 化 され る こ と に よ り、 形 成 。変 容 ・ 維 持 され る
オ ペ ラ ン ト行 動 で あ る と定 義 して い る。 す な わ ち 、 言 語 行 動 は 受
信 者 で あ る 聞 き 手 の 行 動 に よ っ て 強 化 され 、 聞 き 手 の 存 在 が 発 信
者 で あ る話 し手 の 言 語 行 動 の 生 起 を 制 御 す る弁 別 刺 激 とな る (藤
原 ,1997)。さ ら に 、Skinnerは、 言 語 行 動 理 論 に お い て 、「要 求
言 語 行 動 (マン ド ;mand)」と 「報 告 言 語 行 動 (タク ト ;tact)
を 挙 げ 、 そ の 成 立 条 件 に つ い て 理 論 的 分 析 を 行 つ て い る。
要 求 言 語 行 動 と は 、 特 定 の 物 が 取 得 で き な い 条 件 下 で 自発 され 、
そ の 後 続 条 件 が 聞 き 手 に よ つ て 提 示 され る こ と で 形 成 さ れ る 言
語 行 動 で あ る (山本 ,1997)。例 え ば 、 空 腹 の 子 ど も が 「マ ン マ 」
と母 親 に 述 べ る 場 合 が そ れ に あ た る。「マ ン マ 」 と い う言 語 行 動
は ご飯 が 与 え られ る こ と に よ っ て 強 化 され 、 同 様 の 場 面 に お い て
「マ ン マ 」 とい う言 語 行 動 が 定 着 す る。
報 告 言 語 行 動 とは 、 話 し手 が 知 覚 した 事 象 を 叙 述 、 報 告 す る 言
語 行 動 で あ る。 ま た 、 特 定 の 先 行 条 件 と言 語 行 動 の 間 に 対 応 関 係
が あ り、 聞 き 手 の 社 会 的 強 化 (笑顔 、 うな ず き 、 拍 手)など に よ
つ て 確 立 、維 持 され る 言 語 行 動 で あ る (山本 ,1997)。例 え ば 、子
ど も が 車 を 見 て 「クル マ 」 と言 い 、 母 親 が 「そ うだ ね 。 ク ル マ だ
ね 」 と応 え る 時 の 「クル マ 」 が そ れ に あ た る。
発 達 心 理 学 の 立 場 か ら も 、長 崎 0小野 里 (1996)はコ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を 自 己 の 目的 の た め に 聞 き 手 を 動 か す 実 用 的 、 実 際 的 な
言 語 行 動 で あ る 要 求 伝 達 系 と 、 聞 き 手 の 気 持 ち に 添 い 、 信 頼 を 持
つ て 関 わ る こ と 自 体 が 目的 の 相 互 的 な 言 語 行 動 と い つ た 相 互 伝
達 系 の 大 き く 2種類 に 分 け て お り、 これ は 応 用 行 動 分 析 の 立 場 で
の 要 求 言 語 行 動 と報 告 言 語 行 動 の 分 類 と同 様 で あ る と言 え る。
こ の よ うに 、 同 じ 「イ ス 」 とい う言 語 で あ つ て も椅 子 に 座 りた
い 場 面 で 聞 き 手 に 対 し生 起 す れ ば 要 求 言 語 行 動 で あ り、 日の 前 に
あ る椅 子 を 見 た 場 面 で 聞 き 手 に 対 し生 起 した り、 聞 き 手 に 「 これ
は 何 ?」 と問 い か け られ た 場 面 で 生 起 す れ ば 報 告 言 語 行 動 と な る。
よ っ て 、 自閉 症 児 に 対 して ど の よ うな 言 語 行 動 を 指 導 す る の か に
よ つ て 、 先 行 事 象 で あ る弁 別 刺 激 を ど うい っ た 場 面 で 設 定 す る の
か 、 結 果 事 象 で あ る強 化 刺 激 を どの よ うに機 能 させ る か と い つ た
環 境 条 件 の 設 定 を 工 夫 す る必 要 が あ る と言 え る。
3.報告 言 語 行 動 へ の ア プ ロー チ
1)報告 言 語 行 動 の 分 類
(1)報告 形 態 に よ る 分 類
伏 見 (1997)は、報 告 言 語 行 動 は 報 告 内 容 の 形 態 に よ つ て 命 名
と記 述 に 分 類 して い る。
命 名 は 、 例 え ば 、 子 ど も が 犬 を 見 て 「犬 」 とい うこ とが そ れ に
あ た る。命 名 行 動 は 、「白」の よ うな 事 物 の 知 覚 的 特 性 や 「走 る」
の よ うな 行 為 、「同 じ」「大 き い 」 の よ うな 関 係 性 に 対 応 す る命 名
な どが あ る。
記 述 は 命 名 の 複 合 体 で あ り、「ポ チ が 餌 を 食 べ た 」 は そ れ に あ
た る。「ポ チ 」「餌 」「食 べ 」 は 単 純 な 命 名 で あ る が 、「が 」「を 」
は 主 体 と客 体 の 関 係 性 に 対 応 し、「た 」 は 事 物 の 目撃 と発 話 の 時
間 関 係 性 の 対 応 す る特 殊 な 報 告 言 語 行 動 で あ る。
(2)強化 機 会 に よ る 分 類
伏 見 (1997)は、 自発 した 報 告 言 語 行 動 の 聞 き 手 に よ る 強 化 機
会 に よ つ て 、 返 答 、 報 告 、 告 示 に 分 類 して い る。
返 答 は 、 質 問 され た 事 物 に 対 す る 命 名 や 記 述 で あ る。 例 え ば 、
「あ れ は 何 ?」「ポ チ は 何 した ?」 の よ うな 質 問 を す る と 、 話 し
手 が 「犬 」 や 「ポ チ は 餌 を 食 べ た 」 の よ うな 命 名 や 記 述 を した 時
に 、 聞 き 手 が 強 化 を 行 う とい う過 程 の 中 で 形 成 され る。
報 告 は 、 話 し手 は 聞 き 手 に 関 わ りが あ り、 か つ 聞 き 手 が 知 らな
い 事 物 に 対 す る命 名 や 記 述 で あ る。 例 え ば 、 子 ど も が 母 親 の い な
い 所 で 、 ポ チ が 餌 を 食 べ 終 え る の を 見 た 状 況 で 、 子 ど もが 母 親 に
「ポ チ が 餌 を 食 べ た 」 と言 う と、 母 親 は 「本 当 、 あ りが と う」 と
子 ど も の 記 述 を 強 化 す る過 程 に よ つ て 形 成 され る。
告 示 は 、 通 常 と異 な る状 況 下 に あ る事 物 に 対 す る命 名 や 記 述 で
あ る。 例 え ば 、 前 日か ら ポ チ の 食 欲 が な か つ た 状 況 下 で 、「ポ チ
が 餌 を 食 べ た 」 と言 う と、「本 当 だ ね 、 よ か っ た ね 」 と言 つ て 子
ど も の 記 述 を 強 化 す る過 程 で 形 成 され る。
こ の よ うに 、 子 ど もが 自発 す る 全 て の 命 名 や 記 述 を 聞 き 手 が 強
化 す る わ け で は な く、 同 じ報 告 言 語 行 動 で あ つ て も 問 い か け に 対
す る適 切 な 応 答 や 聞 き 手 の 未 知 の 情 報 で あ る こ と、 聞 き 手 が 知 り
た い 情 報 で あ る こ とな ど、 そ の 状 況 に よ つ て 異 な る 聞 き 手 の 強 化
の 有 無 に よ っ て 様 々 な 報 告 言 語 行 動 を 作 り出 して い る。
2)自開 症 児 に お け る 報 告 言 語 行 動 の 阻 害 要 因
報 告 言 語 行 動 は 、 本 来 、 報 告 後 の 「そ うだ ね 」 な どの 応 答 が 身
体 接 触 や 微 笑 な どの 一 次 性 強 化 刺 激 や 、 注 目な どの 条 件 性 強 化 刺
激 が 結 び つ き 、 非 常 に 強 い 般 性 条 件 性 強 化 子 と して 機 能 す る。 ま
た 、 要 求 言 語 行 動 の よ うに摂 取 制 限 や 嫌 悪 刺 激 、 確 立 刺 激 の 制 御
を 受 け る こ とが な く、 話 し手 が 日の 前 の 事 物 に 対 す る 報 告 言 語 行
動 を 自発 さ え して い れ ば 、 聞 き手 は い つ で も強 化 す る こ とが で き
る (伏見 ,1997)。
しか し、 自閉 症 児 は 、 要 求 言 語 行 動 に 比 べ て 、 報 告 言 語 行 動 の
獲 得 が 困 難 で あ る こ とが 示 唆 され て い る (本田・ 村 中,2010)。そ
の 理 由 と して 、 河 南 ・ 野 呂 (2015)は2点示 して い る。 第 一 に 報
告 時 に 報 告 対 象 に 関 す る 弁 別 刺 激 が 直 接 存 在 し な い こ と を 挙 げ
て い る。 つ ま り、 聞 き 手 が 存 在 す る場 面 と報 告 対 象 が 存 在 す る場
面 との 間 に 時 間 的 、 空 間 的 距 離 が あ る こ とが 要 因 とな つ て い る 可
能 J性が あ る (Naoi, Yokoyam a, & YamamOto, 2007)。第 二 に 強
化 が 十 分 に機 能 して い な い 可 能 性 を 挙 げ て い る。 伏 見 (1997)で
示 した よ うに 、 本 来 、 報 告 言 語 行 動 は 聞 き 手 か らの 微 笑 や 注 目な
ど の 社 会 的 強 化 が 般 性 条 件 性 強 化 子 と して 機 能 し維 持 さ れ て い
る。 しか し、 自 閉 症 児 は 社 会 的 強 化 が 機 能 しに くい こ と に よ り維
持 され に くい と考 え られ る。
3)自開 症 児 に お け る 報 告 言 語 行 動 指 導 に 関 す る研 究
報 告 言 語 行 動 に 関 す る先 行 研 究 で は 、 単 な る命 名 反 応 で は な く
伝 達 行 動 と して の 機 能 を 持 つ た め に 「聞 き 手 」 を機 能 的 な 弁 別 刺
激 と して 着 日 した 研 究 が 多 い 。
井 上 (1994)は、 自閉 症 児 の 自 己 活 動 に 関 す る報 告 言 語 行 動 の
聞 き 手 の 制 御 に つ い て 分 析 を 行 い 、 対 象 児 の 聞 き 手 の 選 択 行 動 に
関 す る制 御 は 、 先 の 試 行 の 報 告 言 語 行 動 が 社 会 的 に 強 化 され た か
否 か とい う強 化 歴 に 依 存 す る もの で あ っ た と示 して い る。
山 本 (1997)は自 閉 症 児 の 報 告 言 語 行 動 の 生 起 の た め の 必 要 条
件 と して 聞 き 手 の 存 在 を機 能 化 させ る研 究 を 行 つ た が 、 聞 き 手 を
特 定 す る 手 が か り刺 激 を 与 え る と 聞 き 手 に 接 近 し て 言 語 反 応 を
自発 す る行 動 が 形 成 され た 。 しか し、 日常 環 境 の 中 で 聞 き 手 自体
が 言 語 反 応 の 弁 別 刺 激 な ら び に 強 化 刺 激 と して 十 分 に は 機 能 す
る とは 限 らな い と い つ た 結 果 を 示 した 。
井 上 (2000)は自 閉 症 児 に お け る 報 告 場 面 で の 間 き 手 の 選 択 行
動 の 刺 激 性 制 御 に つ い て 分 析 を行 い 、 自閉 症 児 に お い て 系 統 的 な
条 件 性 弁 別 訓 練 に よ り他 者 の 「既 知/未知 」 に 関 連 す る刺 激 を 弁
別 刺 激 と した 聞 き 手 の 選 択 行 動 が 成 立 す る と した が 、 必 ず し も
「他 者 の 心 理 状 態 」 に 直 接 的 に 制 御 され て い る とは 言 え な い と示
した 。
本 田 ら (2010)は自 閉 症 児 を 対 象 に 学 校 の 朝 の 会 場 面 で 報 告 言
語 行 動 と聞 き 手 へ の 接 近 行 動 の シ ミュ レー シ ョ ン指 導 を 行 い 、 直
接 指 導 行 わ な い 自 由 場 面 で の 報 告 言 語 行 動 と接 近 行 動 の 形 成 を
目指 す 研 究 を 行 つ た が 、 モ デ ル や 手 が か リカ ー ドとい っ た 報 告 言
語 行 動 に 先 行 す る 聞 き 手 へ の 接 近 行 動 を 高 め た 手 続 き を 分 析 し
導 入 した 結 果 、 接 近 行 動 の 遂 行 レベ ル の 向 上 が 認 め られ た 。 よ っ
て 、 報 告 言 語 行 動 指 導 に お け る接 近 行 動 の 重 要 性 と シ ュ ミ レー シ
ョ ン 指 導 を 行 う授 業 場 面 の 生 起 条 件 の 分 析 と して の 役 割 が 示 さ
れ た 。
河 南 ら (2015)は自閉 症 児 を 対 象 に 静 止 画 の 名 前 を 聞 き 手 に 報
告 す る と い う報 告 言 語 行 動 の 成 立 に 必 要 な 指 導 条 件 の 検 討 を 行
つ た が 、 報 告 は 生 起 す る が 逸 脱 行 動 が 見 られ た た め 、 対 象 児 に と
つ て 使 用 頻 度 の 高 い トラ ン ポ リ ン 遊 び を 加 え る と逸 脱 行 動 の 減
少 だ け で な く 聞 き 手 の 目 を 見 て 報 告 す る 試 行 が 増 加 し た と示 し
た 。
これ らの 研 究 か ら、 訓 練 場 面 で 「聞 き 手 」 を 弁 別 刺 激 と して 報
告 言 語 行 動 を 生 起 させ る こ と は 、 呼 び か けや 接 近 行 動 な どの よ う
な 行 動 連 鎖 の 手 続 き の 中 に 「聞 き 手 」 を 弁 別 刺 激 と して 高 め る 手
続 き を 導 入 す る こ とが 重 要 で あ る。 ま た 、 社 会 的 強 化 の 機 能 しづ
ら い 自 閉 症 児 の 場 合 、 既 に 強 化 子 と な つ て い る 刺 激 と 「聞 き 手 」
か ら の 言 語 賞 賛 と い っ た 新 しい 刺 激 を 対 呈 示 す る こ と で 強 化 機
能 を 持 た せ る こ と に よ り強 化 力 を 高 め 、 同 時 に 「聞 き 手 」 を 強 化
メ デ ィ エ ー タ ー とす る こ とが で き る (河南 ら,2015)。しか し、 日
常 場 面 で は 「聞 き 手 」 の 存 在 は 他 の 子 ど もや 大 人 の 中 に 存 在 して
し ま うた め 機 能 しづ らい (山本 ,1997)。ま た 、他 の 強 化 子 と の 対
呈 示 の な い 「聞 き 手 」 が 常 に 強 化 メ デ ィエ ー タ ー と して 機 能 す る
わ け で は な い 。 よ つ て 、「聞 き 手 」 に 対 す る 接 近 行 動 や 呼 び か け
る 行 動 を 生 起 させ た り、 他 の 強 化 子 と対 呈 示 させ る だ け で な く 、
対 象 児 が 「聞 き 手 」 に 報 告 す る こ と 自体 の モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め
る 課 題 や 遊 び に よ る環 境 設 定 が 必 要 で は な い か と考 え る。
4.選択 機 会 と好 み に 関 す る 研 究
知 的 障 害 児 や 自 閉 症 児 の 課 題 学 習 に お い て 、 子 ど も が 課 題 を 選
択 で き る 条 件 (以下 、「選 択 条 件 」)と選 択 で き な い 条 件 (以下 、
「非 選 択 条 件 」)を取 り入 れ 、 課 題 従 事 行 動 や 学 習 の 正 反 応 率 に
つ い て 測 定 した 研 究 が 多 く見 られ る。 選 択 条 件 は 非 選 択 条 件 よ り
も課 題 従 事 行 動 や 正 反 応 率 が 高 ま っ た り(村中 。関 口・藤 原 ,2001)、
選 択 条 件 や 非 選 択 条 件 に 関 わ らず 正 反 応 率 は 高 ま ら な い が 子 ど
も の 課 題 従 事 行 動 の 取 りか か りが 早 ま る 傾 向 が あ る こ と も 報 告
され て い る (村中 。藤 原 。小 林 ,2001)。一 方 、選 択 条 件 や 非 選 択
条 件 に 関 わ らず 課 題 従 事 行 動 や 課 題 の 正 反 応 率 は 高 ま ら な い と
す る報 告 も示 され て い る(村中・藤 原,2003;村中・藤 原 ,2005)。
こ う した 結 果 か ら、 選 択 条 件 が 非 選 択 条 件 よ り も課 題 従 事 行 動
を 高 め た り、 早 め る 要 因 に 関 す る研 究 が 進 ん で い る。 課 題 に 対 す
る 「好 み 」 が 要 因 で あ る 立 場 は 、 課 題 を 選 択 す る こ とで 用 意 され
た 複 数 の 課 題 の 中 か ら最 も好 み の 課 題 に 従 事 で き 、 これ が 課 題 従
事 行 動 を 高 め る と説 明 して い る (Parsons,Reid,Reynolds,&
Bumgarner,1990)。選 択 行 為 そ れ 自体 を 要 因 とす る 立 場 は 、子 ど
も が 選 択 を 行 う こ とそ れ 自体 が 、 課 題 に 対 す る 好 み の 要 因 を越 え
て 、 課 題 従 事 行 動 を 高 め る と説 明 して い る (村中 ・ 藤 原 ・ 小 林 ,
2001;村中・ 関 口・藤 原 ,2003)。ま た 、吉 岡・藤 金 0相澤 (20H)
は 、 選 好 性 の 高 い 課 題 を 行 う中 で の 選 択 行 動 は 課 題 遂 行 に 大 き く
影 響 を 及 ぼ す が 、 選 好 性 が 低 い課 題 を 多 く行 う中 で の 選 択 行 動 は
課 題 遂 行 に は さ ほ ど影 響 を 及 ぼ さな い 可 能 性 が あ る と し、 選 好 性
と 選 択 の 両 方 を 保 証 す る こ と で 子 ど も の 課 題 従 事 行 動 を 最 大 限
に 高 め る こ とが で き る と示 して い る。
こ う した 選 択 条 件 が 非 選 択 条 件 よ り も課 題 従 事 行 動 を 高 め た
り早 め る と した 研 究 結 果 を踏 ま え る と、 好 み の 要 因 の 場 合 は 対 象
児 の 好 み の 課 題 や 活 動 を ア セ ス メ ン トした 上 で 把 握 し、 そ れ を選
択 肢 に含 め た 選 択 機 会 を 与 え る こ とで 、 対 象 児 の 課 題 に 対 す るモ
チ ベ ー シ ョン を 高 め る こ とが で き る と考 え られ る。 選 択 行 為 そ れ
自体 が 要 因 の 場 合 は 、 好 み の 課 題 や 活 動 に 対 す る行 動 を 高 め る だ
け で な く、 選 択 機 会 を 与 え る こ とで そ れ 自体 が 対 象 児 の 課 題 に 対
す る モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る こ とが で き る と考 え られ る。
5。 本 研 究 の 目的
これ ま で の 先 行 研 究 を 踏 ま え 、 選 択 条 件 に よ る 「好 み 」 の 課 題
に 従 事 で き る こ と、 も し くは 課 題 を 選 択 で き る こ とそ れ 自体 が 課
題 を 行 う こ と の モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め る 場 合 、「聞 き 手 」 に 対 し
報 告 す る こ と の モ チ ベ ー シ ョ ン を も 同 時 に 高 め る こ と に 繋 が る
の で は な い か と考 え られ る。 こ の よ うな 課 題 の 選 択 や 好 み が 報 告
言 語 行 動 に 与 え る影 響 に 関 す る研 究 は 見 られ な い 。
そ こ で 、 本 研 究 で は 、 知 的 障 害 を 伴 う 自 閉 症 児 を 対 象 に 、 課 題
の 選 択 や 好 み が 報 告 言 語 行 動 に ど の よ うな 影 響 を 与 え る の か に




本 研 究 に は 2名の 知 的 障 害 を 伴 う 自閉 症 男 児 が 参 加 した 。
1)A児
公 立 中 学 校 の 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る 中 学 校 3年生 (14歳6
ヶ 月)の男 児 で あ つ た 。 3歳Oヶ月 時 に 医 師 に よ り知 的 障 害 を 伴
う 自閉 症 と診 断 され て い た 。 14歳6ヶ月 時 に 行 つ た 新 版 K式発
達 検 査 2001の結 果 で は 、認 知 ・ 適 応 6:0、言 語 。社 会 4:0、全
領 域 4:11であ つ た 。
2)B児
公 立 小 学 校 の 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る小 学 校 4年生 (10歳0
ヶ 月)の男 児 で あ つ た 。 9歳3ヶ月 時 に 医 師 よ り知 的 障 害 を 伴 う
自 閉 症 と診 断 され て い た 。9歳3ヶ月 時 に 行 つ た 新 版 K式発 達 検
査 2001の結 果 で は 、認 知 ・ 適 応 6:9、言 語 。社 会 6:4、全 領 域
6:7であ つ た 。
指 導 前 に お け る報 告 言 語 行 動 と 好 み の 状 況
A児
家 庭 で は 、「王 将 に い く」の よ うな 要 求 言 語 行 動 は 見 られ る が 、
保 護 者 が 1日の 出 来 事 を 「今 日、 何 した ?」 と尋 ね て も全 て 「楽
しか つ た 」 と応 え て い た 。 さ らに 保 護 者 が 「風 鈴 作 つ た ?」 の よ
うに 具 体 的 に 質 問 す る と、「作 つ た 」 と応 え る こ と が 多 か つ た 。
ま た 、 本 を 読 ん だ り、 トラ ン ポ リン に 乗 る な ど一 人 遊 び が 好 き だ
が 、 サ ッカ ー や 野 球 な ど複 数 人 で の 遊 び は 苦 手 だ つ た 。
2)B児
携 帯 電 話 を 用 い る ゲ ー ム が 好 き で 「ポ コ ポ コや る 」 な ど要 求 言
語 行 動 は 見 られ る が 、 学 校 で の 出 来 事 な どは 保 護 者 が 尋 ね て も応
え られ な い こ とが 多 か つ た 。 ま た 、 パ ソ コ ン や ス マ ホ を用 い た ゲ













て 本 を 読 む こ とや 、 ひ も結 び の よ うな 細 か い 作 業 は 苦 手 だ つ た 。
指 導 期 間 お よ び 場 所
A児
2015年8月～2016年11月の 月 2回行 わ れ る 75分の 療 育 内 の
約 15分を用 い 、X大学 附 属 相 談 機 関 の 訓 練 室 で 行 つ た 。
2)B児
2016年1月～ 10月の 月 2回行 わ れ る 60分の 療 育 内 の 約 15分
を 用 い 、X市立 相 談 機 関 の 訓 練 室 で 行 つ た 。
セ ッテ ィ ン グ
A児
訓 練 室 に は 、子 ど も用 の 椅 子 2脚、子 ど も用 の 机 1脚を 配 置 し
た 。対 象 児 と課 題 を 提 示 す る メ イ ン トレー ナ ー (MT)は机 を挟 ん
で 座 り、 対 象 児 の 後 方 に は 音 声 プ ロ ン プ トを提 示 す る サ ブ トレー
ナ ー (ST)が座 っ て い た 。 ま た 、訓 練 室 に は バ ラ ン ス ボ ー ル や ミ
ニ カ ー な ど 訓 練 と は 無 関 係 の 遊 び 道 具 を 対 象 児 が 自 由 に 遊 ぶ こ
と が で き る よ うに 配 置 した (Fig。1‐A)。
A児に 対 して 問 い か け る MT、プ ロ ン プ トを 与 え る STは常 に 同
じで あ っ た 。
A児に お け る セ ッ
2)B児
訓 練 室 に は 、椅 子 2脚、机 1脚を 訂1練室 中 央 に 配 置 し課 題 を 行
っ た 。 ま た 、 訓 練 室 の 端 を パ ー テ ー シ ョ ン で 区 切 り、 椅 子 2脚、
机 1脚を 訓 練 室 と は 分 離 して 配 置 した 。 対 象 児 と課 題 を 提 示 す る
MTは机 を挟 ん で 座 り、 対 象 児 の 後 方 に は 音 声 プ ロ ン プ トを 提 示
す る STlが座 つ て い た 。 ま た 、パ ー テ ー シ ョ ン で 仕 切 られ た 空 間
に は 問 い か け を 行 う ST2が座 つ て い た (Fig。1‐B)。
A児に 対 して 問 い か け る ST2、プ ロ ン プ トを 与 え る STlは常 に
同 じで あ つ た 。 課 題 を提 示 す る MTは随 時 変 更 し行 つ た 。
5.研究 デ ザ イ ン
本 研 究 の全 体 の 流 れ を Table lに示 す 。 まず 、 問 い か け に応 じ
た報 告 言 語 行 動 を形 成 す る訓 練 期 を行 つた。 次 に 、対 象 児 の好 み
を測 定 す るテ ス ト① を行 い 、測 定 され た好 み や 選 択 機 会 を用 い て
報 告 言 語 行 動 が どの よ うに 生 起 す る の か を 測 定 す る テ ス ト② を
行 つ た。 さ らに 、A児はテ ス ト① の結 果 とテ ス ト② の課 題 選 択 率
に相 違 が あ っ た た め、好 み を再 評 価 す るテ ス ト③ を行 つ た。
LINEポコ
ポ コ 、パ ソ
コ ン 検 索 、
ひ も 結 び 、
本 読 み
の 課 題 を
行 う 場 所
① 「何 してきたの ?」
② 「○○ と○○ !」
③ プ ロ ンプ トを
与 え る。 け ん 玉
の 課 題 を 行 う 場 所













Table l研 究 デ ザ イ ン
内 容
1つの課題 を行い、指導者の問いかけ
に応 じて報告す ることがで きるよ うに
プ ロンプ トを用 いた訓練 を行 つた。
2つの課題 を行い、指導者の問いかけ
に応 じて報告す ることがで きるよ うに
プ ロンプ トを用いた訓練 を行 つた。
A児
「どれ で遊 ぶ ?」 と提 示 され た シ ン
ボル カー ドか ら選択 した課題 を行 い、3
回選択 した もの を除去す る方式 で行 つ
た。
B児
提 示 され た シ ンボル カー ドか ら 「ど
れ が一番 好 き ?」 の問いか けに応 じて
選択 し、選択 した もの を除去 して い く
方式で行 つた。
テス ト①での結果 よ り 1位、3位、5
位 を抽出 した。2枚のシンボルカー ドを
提示 し 1枚を選択 させ行 う選択条件、1
枚 のシンボル カー ドを提示 し行 う非選
択条件の2つの条件下で課題 を行 つた。
課題 が終了す る と報告 スペースに移動
し、指導者 の 「何 して きたの ?」 の問
いか けに応 じて報告 した。 その際 、 1
つの課題 を報告 した場合 どち らの条件
下の課題 を報告す るか、2つの課題 を報
告 した場合 どち らの条件 下の課題 を先
に報告す るのかを測定 した。
テスト①での結果より1位、3位、5
位 を抽出 した。1枚のシンボルカー ドを
提示 し、その課題 を非選択条件 として
行 うことを 2回繰 り返 した。2つの課題
が終了す る と報告 スペースに移動 し、
指導者の 「何 してきたの ?」 の問いか
けに応 じて報告 した。その際、1つの課
題 を報告 した場合 どち らの条件下の課
題 を報告す るか、2つの課題 を報告 した
場合 どち らの条件下の課題 を先 に報告
す るのかを測定 した。
テス ト②で行 った 3つの課題のシン










































A児で は 本 、 ス ケ ボ ー 、 野 球 、 トラ ン ポ リ ン 、 サ ッカ ー の 5つ
の 課 題 、B児で は パ ソ コ ン検 索 、 け ん 玉 、 本 読 み 、LINEポコ ポ
コ 、 ひ も結 び の 5つの 課 題 の 内 、 1つの 課 題 を 行 つ た 後 、 指 導 者
の 「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 応 じた 報 告 言 語 行 動 を 獲 得 す
る 目的 で 行 つ た 。
① A児
MTが「遊 ん で い い よ 」 と指 示 す る と、 訓 練 室 内 に 対 象 児 は 用
意 され た 1つの 課 題 を STと共 に 行 つ た 。 タ イ マ ー (45秒)が鳴
る と終 了 し MTの所 に 戻 つ た 。着 席 後 、MTの「何 して き た の ?」
の 問 い か け に 応 じ て 直 前 に 行 つ た 課 題 を 応 え る こ と が 求 め られ
た 。正 反 応 の 場 合 は MTが「そ うな ん だ 。○ ○ した ん だ ね 。」 と フ
ィ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。 誤 反 応 も し くは 無 反 応 の 場 合 は STが課
題 の 名 前 を 音 声 プ ロ ン プ トと して 提 示 した 。
課 題 の 内 容 に 関 して Table 2‐Aに示 した 。 本 読 み 課 題 で は 、 電
車 の 本 を 与 え STから対 象 児 へ 質 問 も交 え な が ら読 ん だ 。 ス ケ ボ
ー 課 題 で は 、STが対 象 児 の 手 を 持 ち 引 つ 張 る よ うな 形 で 「 よ ―
い ?」「 ドン !」 な ど と声 掛 け を し合 い な が ら行 つ た 。 野 球 課 題
で は 、 対 象 児 に バ ッ トを 渡 し構 え られ た と こ ろ に STがピ ン ポ ン
玉 サ イ ズ の 球 を 投 げ た 。 トラ ン ポ リン課 題 で は 、ST横に 付 き 添 い
数 を 数 え な が ら ジ ャ ン プ を した 。 サ ッカ ー 課 題 で は 部 屋 の 端 と端
に 分 か れ 声 掛 け を しな が らパ ス を し合 つ た 。
14
Table 2-A 課 題 内 容 (A児)
課題名 内 容
本 読み 対象児 に電車の本 を与 え、STから対象児へ 「これ なん
てい う電車 ?」 な どの質問 も交えなが ら読んだ。
スケボー STが対象児の手を持 ち引つ張るよ うな形で「よ―い ?」
「 ドン !」 な どと声掛 けを し合いなが ら訓練室内を往復 し
た。
対象児にバ ッ トを渡 し構 えられた ところに STがピンボ
ールサイズの球 を投 げた。対象児 が投 げ られ た球 を打 つ
た。
トラ ン ポ リ
ン
STが横 に付 き添い数 を数 えなが らジャンプを した。
サ ッカー 訓練室の端 と端 に分かれ 「行 くよ」な どと声掛 けを しな
が らパスを し合 つた。
② B児
MTが対 象 児 に 「これ を し よ う」 と シ ン ボ ル カ ー ドを 提 示 す る
と 、 対 象 児 は 提 示 され た 各 課 題 を 行 つ た 。 パ ソ コ ン検 索 課 題 、 け
ん 玉 課 題 、 ひ も結 び 課 題 の 場 合 は タ イ マ ー (各課 題 に よ つ て 制 限
時 間 は 異 な る)が鳴 る と終 了 、 本 読 み 課 題 、LINEポコ ポ コ課 題
は 指 定 され た 課 題 を 終 え る と終 了 した 。 次 に 、MTが「○ ○ さん
(ST2)の所 へ 行 つ て き て ね 。」 と指 示 をす る。 対 象 児 は 部 屋 か ら
一 旦 退 出 し、パ ー テ ー シ ョン で 仕 切 られ た 空 間 へ と移 動 した 。ST2
が 「何 を して き た の ?」 の 問 い か け に 応 じて 直 前 に 行 つ た 課 題 を
応 え る こ とが 求 め られ た 。 正 反 応 の 場 合 は ST2が「そ うな ん だ 。
○ ○ を した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。 誤 反 応 も し く は
無 反 応 の 場 合 は STlが課 題 の 名 前 を 音 声 プ ロ ン プ トと して 提 示
した 。
課 題 の 内 容 に 関 して Table 2‐Bに示 す 。 パ ソ コ ン検 索 課 題 は 、
MTは対 象 児 の 前 に googleが表 示 され た ペ ー ジ を 見 せ「調 べ て ね 」
と提 示 した 。 対 象 児 が 自 由 に 調 べ 、 タ イ マ ー (2分間)が鳴 る と
終 了 した 。 け ん 玉 課 題 は 、MTが対 象 児 に け ん 玉 を 渡 し 「や つ て
み て ね 」と指 示 した 。対 象 児 が け ん 玉 で 遊 び 、タ イ マ ー (1分間 )
が 鳴 る と終 了 した 。 本 読 み 課 題 で は 、MTが対 象 児 に『 ぐ り と ぐ
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ら』の 一 節 が 書 か れ た シ ー トを提 示 し、「読 ん で ね 」 と指 示 した 。
対 象 児 が 全 て 読 み 終 わ つ た ら終 了 した 。LINEポコ ポ コ課 題 は 、
MTが対 象 児 に LINEポコ ポ コが 起 動 され た ス マ ー トホ ン を 渡 し
「ス テ ー ジ ○ をや っ て み て ね 」 と指 示 した 。 指 定 され た ス テ ー ジ
を 終 え た ら終 了 す る。 ひ も結 び 課 題 は 、MTが対 象 児 に 右 が ピ ン
ク 、 左 が 青 の ひ も で 構 成 され た ひ も結 び 練 習 用 キ ッ トと 、 写 真 と
文 字 に よ る 説 明 が され た 手 順 書 を 渡 し、「や つ て み て ね 」 と指 示
した 。 対 象 児 が ひ も結 び を行 い 、 タ イ マ ー (1分間)が鳴 る と終
了 した 。
課題名 内 容
パ ソコン検索 MTは対象児の前にgoogleが表示 されたページを見せ「調
べてね」 と提示 した。対象児が 自由に調べ 、 タイマー (2
分間)が鳴 ると終了 した。
けん玉 MTが対象児にけん玉を渡 し「や つてみてね」と指示 した。
対象児がけん玉で遊び、タイマー (1分間)が鳴 る と終了 し
た。





MTが対象児に LINEポコ コが起動 されたスマー トホ
ンを渡 し「ステージ○をやってみてね」 と指示 した。指定
されたステージを終えたら終了する。
ひ も結び MTが対象児に右が ピンク、左が青のひ もで構成 されたひ
も結び練習用 キ ッ トと、写真 と文字 による説明が された手
順書を渡 し、「やつてみてね」 と指示 した。対象児がひ も結
びを行い、タイマー (1分間)が鳴 ると終了 した。
(2)訓練 期②
5つの課 題 の 内 、2つの課 題 を行 つた後 、指 導 者 の 「何 して き
た の ?」 の 問 い か け に応 じた 報 告 言 語 行 動 を獲 得 す る 目的 で行 つ
た。
① A児
全 20通りの課 題 の組 み 合 わせ の 中か らラ ン ダ ム で lo試行 を選
択 し、課 題 と して設 定 した。 課 題 の組 み合 わせ は Table 3‐Aに示
Table 2-B 課 題 内 容 (B児)
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した 。
MTが「遊 ん で い い よ 」 と指 示 す る と、 訓 練 室 内 に 対 象 児 は 用
意 され た 1つの 課 題 を STと共 に 行 つ た 。30秒後 、STは対 象 児
を 訓 練 室 に 用 意 され た も う 1つの 課 題 に誘 い 一 緒 に 行 つ た 。 タ イ
マ ー (1分間)が鳴 る と終 了 し MTの所 に 戻 つ た 。 着 席 後 、MT
の 「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 応 じて 行 つ た 課 題 を応 え る こ
とが 求 め られ た 。正 反 応 は 2つの 課 題 も し く は 2つの 内 1つの 課
題 を 応 え られ る こ と と し、 そ の 場 合 は MTが「そ うな ん だ 。 ○ ○
(と○ ○)した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。 誤 反 応 も し
く は 無 反 応 の 場 合 は STが課 題 の 名 前 を 音 声 プ ロ ン プ トと して 提
示 した 。 各 課 題 の 手 続 き は 前 訓 練 期 ① と同 様 で あ つ た 。
② B児
全 20通りの 課 題 の 組 み 合 わ せ の 中 か ら ラ ン ダ ム で 6試行 を 選
択 し、 課 題 と して 設 定 した 。 課 題 の 組 み 合 わ せ は Table 3‐Bに示
した 。
MTが対 象 児 に 「これ を し よ う」 と 1つ目の シ ン ボ ル カ ー ドを
提 示 す る と、 対 象 児 は 提 示 され た 各 課 題 を 行 つ た 。 パ ソ コ ン検 索
課 題 、 け ん 玉 課 題 、 ひ も結 び 課 題 の 場 合 は タ イ マ ー (各課 題 に よ
つ て 制 限 時 間 は 異 な る)が鳴 る と終 了 、 本 読 み 課 題 、LINEポコ
Table 3-A 訓練期②の課題順の組み合わせ (A児)
前 半 後 半
1 ス ケ ボ ー トラ ン ポ リ ン
?
? サ ッカ ー 野 球
3 本 ス ケ ボ ー
4 トラ ン ポ リ ン 本
5 ス ケ ボ ー サ ッカ ー
6 野 球 トラ ン ポ リ ン
7 トラ ン ポ リン サ ッカ ー
8 本 野 球
9 サ ッカ ー 本
10 野 球 ス ケ ボ ー
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ポ コ課 題 は 指 定 され た 課 題 を 終 え る と終 了 した 。次 に 、MTが「次
は これ を し よ う」 と 2つ目の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、 対
象 児 は 提 示 され た 各 課 題 を行 つ た 。 各 課 題 の 終 了 の 手 続 き は 1つ
目 の 課 題 と 同 様 で あ つ た 。2つ日の 課 題 の 終 了 後 、MTが「○ ○
さ ん (ST2)の所 へ 行 つ て き て ね 。」 と指 示 を した 。 対 象 児 は 部 屋
か ら一 旦 退 出 し、 パ ー テ ー シ ョン で 仕 切 られ た 部 屋 へ と移 動 した 。
ST2が「何 を して き た の ?」 の 問 い か け に 応 じて 行 つ た 課 題 を応
え る こ とが 求 め られ た 。 正 反 応 は 2つの 課 題 も し くは 2つの 内 1
つ の 課 題 を応 え られ る こ と と し、そ の 場 合 は ST2が「そ うな ん だ 。
○ ○ (と○ ○)した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。 誤 反 応
も し く は 無 反 応 の 場 合 は STlが課 題 の 名 前 を 音 声 プ ロ ン プ トと
して 提 示 した 。 各 課 題 の 手 続 き は 前 訓 練 期 ① と 同 様 で あ つ た 。
2)テス ト① (好み の 評 価 )
対 象 児 の課 題 に対 す る好 み を評 価 す る 目的 で行 つ た。
(1)A児
テ ス ト① よ リシ ンボル カ ー ドを導 入 す るた め 、 シ ンボル カー ド
と実 際 の課 題 とを対 象 児 に理 解 させ る必 要 が あ つ た。 そ の た め 、
まず 、MTが1つの課 題 の シ ンボル カー ドを示 し、示 され た シ ン
ボ ル カ ー ドの課 題 を STと行 う手続 き を 5つの課 題 全 て で 1試行
ず つ 行 つた。次 に 、MTが5つの課 題 の シ ンボル カ ー ドを提 示 し、
「 どれ を して遊 ぶ ?」 の 問 い か け に応 じて 1つの課 題 の シ ンボル
カ ー ドを選 択 し、選 択 した課 題 を STと行 つ た。 対 象 児 が通 算 3
Table 3-B 訓練期②の課題順の組み合わせ (B児)
前 半 後 半
1 本 読 み パ ソ コ ン検 索
?
? ひ も 結 び け ん 玉
3 本 読 み LINEポコ ポ コ
4 パ ソ コ ン検 索 ひ も結 び
5 LINEポコ ポ コ 本 読 み
6 けん 玉 ひ も結 び
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回 選 択 した 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ド順 位 確 定 と して 除 去 しな が ら、
そ れ 以 外 の シ ン ボ ル カ ー ドで 同様 の 手 続 き を 繰 り返 し 1位～5位
の 課 題 を 決 定 した 。 な お 、 1日で 全 て 順 位 確 定 で き ず 、2日目に
持 ち 越 し た 場 合 は 順 位 確 定 し て い な い 課 題 に 関 し て は リセ ッ ト
し行 う こ と と した 。
(2)B児
訓 練 期 1より使 用 して い る シ ン ボ ル カ ー ドを 用 い た 。MTが5
つ の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、「 どれ が 一 番 好 き ?」 の 問
い か け に 応 じて 、対 象 児 が 1つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 選 択 し、
対 象 児 が 選 択 し た 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ド順 位 確 定 と し て 除 去 し
な が ら、 そ れ 以 外 の シ ン ボ ル カ ー ドで 同 様 の 手 続 き を 繰 り返 し、
1位～5位の 課 題 を 決 定 した 。 これ を 2回繰 り返 した 。
3)テス ト② (報告 言 語 行 動 の 評 価 )
(1)条件 1(課題 の選 択 と好 み が報 告 言 語 行 動 に与 え る影 響 に 関
す る検 討 )
課 題 を選 択 す る機 会 を取 り入 れ 、それ が報 告 言 語 行 動 に どの よ
うな影 響 を与 え るの か を検 討 す る 目的 で行 つ た。
テ ス ト① で の結 果 よ り 1位、3位、5位を抽 出 した。A児は 1
位 は本 読 み 課 題 、3位は ス ケ ボ ー課 題 、5位は野 球 課 題 とな り、B
児 は 1位はパ ソ コ ン検 索課 題 、3位は けん 玉 課 題 、5位は本 読 み
課 題 とな つ た。 抽 出 した全 て の課 題 が選 択 条 件 下 と非 選 択 条件 下
で 行 え る よ うに組 み 合 わせ た (Table 4‐A, B)。選 択 条 件 下 と非 選
択 条件 下 で 2つの課 題 を行 い 、問 い か け に応 じて報 告 させ た。試
行 順 は ラ ン ダ ム で行 い 、 条 件 順 も随 時 入 れ 替 え て行 つ た。
評 価 は 、対 象 児 が 1つの課 題 を報 告 した場 合 どち らの条 件 下 の
課 題 を報 告 す るか 、2つの課 題 を報 告 した場 合 どち らの条件 下 の
課 題 を先 に報 告 す るの か を測 定 した。
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Table 4-A 条 件 1の課 題 の 組 み 合 わ せ (A児)
試 行 選 択 条 件 非 選 択 条 件
A 1位:本 3位:スケ ボ ー 5位:野球
B 1位:本 5位:野球 3位:スケ ボ ー
C 3位:スケ ボ ー 5位:野球 1位:本
Table 4-B 条 件 1の課 題 の 組 み 合 わ せ (B児)
試 行 選 択 条 件 非 選 択 条 件
A 1位:パソ コ ン 3位:けん 玉 5位:本
B 1位 :パソ コ ン 5位:本 3位:けん 玉
C 3位:けん 玉 5位:本 1位 :パソ コ ン
① ス テ ッ プ 1
(a)A児
選 択 条 件 を 前 半 に 行 う場 合 、MTに「遊 ん で い い よ 」 と指 示 さ
れ る と、対 象 児 は 訓 練 室 の STの位 置 ま で 移 動 した 。STは2つの
課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 対 象 児 に 示 し、「 ど つ ち で 遊 ぶ ?」 と 問
い か け 、 対 象 児 は 1つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを選 択 し、選 択 し
た 課 題 を STと共 に 行 つ た 。 30秒経 過 後 、STは1つの 課 題 の シ
ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、「次 は これ を し よ う」 と誘 つ た 。 対 象 児
は STと共 に 提 示 され た 課 題 を行 い 、 タ イ マ ー (1分)が鳴 る と
終 了 し、MTの所 に 戻 つ た 。着 席 後 、MTの「何 して き た の ?」 の
問 い か け に応 じて 行 つ た 課 題 を報 告 す る こ とが 求 め られ た 。 対 象
児 の い ず れ の 報 告 に 対 して も MTが「そ うな ん だ 。○ ○ (と○ ○ )
した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を行 つ た 。
各 課 題 の 手 続 き は 訓 練 期 ① 、 ② と同 じで あ つ た 。
(b)B児
選 択 条 件 を 前 半 に 行 う場 合 、MTは2つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー
ドを 対 象 児 に 示 し、「 ど っ ち を す る ?」 と問 い か け 、 対 象 児 は 1
つ の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 選 択 し、 選 択 した 課 題 を MTと共 に
行 つ た 。 パ ソ コ ン 検 索 課 題 、 け ん 玉 課 題 の 場 合 は タ イ マ ー (各課
題 に よ つ て 制 限 時 間 は 異 な る)が鳴 る と終 了 、 本 読 み 課 題 は 指 定
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され た 課 題 を 終 え る と終 了 した 。 次 に 、MTが「次 は これ を し よ
う」 と 1つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、 対 象 児 は 提 示 され
た 各 課 題 を 行 つ た 。 各 課 題 の 終 了 の 手 続 き は 1つ目の 課 題 と同 様
で あ つ た 。2つ目の 課 題 の 終 了 後 、MTが「○ ○ さん (ST2)の所
へ 行 つ て き て ね 。」と指 示 を した 。対 象 児 は 部 屋 か ら一 旦 退 出 し、
パ ー テ ー シ ョン で 仕 切 られ た 空 間 へ と移 動 した 。ST2が「何 を し
て き た の ?」 の 問 い か け に 応 じて 行 つ た 課 題 を 報 告 す る こ とが 求
め られ た 。対 象 児 の い ず れ の 報 告 に 対 して も ST2が「そ うな ん だ 。
○ ○ (と○ ○)した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
各 課 題 の 手 続 き は 訓 練 期 ① 、 ② と 同 様 で あ つ た 。
② ス テ ッ プ 2
ス テ ップ 2では 、 対 象 児 が 1つの 課 題 の み を応 え た 場 合 に は
MTもし くは ST2がさ らに 「他 に は ?」 と尋 ね 、2つの 課 題 の 報
告 を 求 め る 手 続 き を加 え た 。 報 告 に 至 る ま で の 手 続 き は ス テ ップ
1と同 様 で あ つ た 。 具 体 的 な 手 続 き は 以 下 に 示 す 。
(a)A児
MTの「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 報 告 す る こ と を 求 め られ た 。1つの 課 題 を 応 え た 場 合 は「他
に は ?」 と さ らに 問 い か け を 行 つ た 。 い ず れ の 応 答 に も 「そ うな
ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
(b)B児
ST2の「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 報 告 す る こ と を 求 め られ た 。1つの 課 題 を応 え た 場 合 は「他
に は ?」 と さ らに 問 い か け を 行 つ た 。 い ず れ の 応 答 に も 「そ うな
ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
③ ス テ ッ プ 3
ス テ ップ 3では 、対 象 児 が 行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に
STもし くは STlが正 しい 課 題 を 後 方 か ら音 声 プ ロ ン プ トす る手
続 き を加 え た 。 報 告 に 至 る ま で の 手 続 き は ス テ ップ 1、 2と同 じ




MTの「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 正 し く報 告 す る こ と を 求 め られ た 。 1つの 課 題 を応 え た 場
合 は 「他 に は ?」 と さ らに 問 い か け を 行 つ た 。 正 し く報 告 で き た
場 合 に は 「そ うな ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィ ー ドバ ッ
ク を行 い 、 行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に は STが後 方 か ら
正 しい 課 題 を 音 声 プ ロ ン プ ト した 。
(b)B児
ST2の「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 正 し く報 告 す る こ と を 求 め られ た 。 1つの 課 題 を 応 え た 場
合 は 「他 に は ?」 と さ らに 問 い か け を行 つ た 。 正 し く報 告 で き た
場 合 に は 「そ うな ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィ ー ドバ ッ
ク を 行 い 、行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に は STlが後 方 か ら
正 しい 課 題 を 音 声 プ ロ ン プ ト した 。
(2)条件 2(課題 の 好 み が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る 影 響 に 関 す る 検
討 )
テ ス ト① で 測 定 した 好 み が 対 象 児 の 報 告 言 語 行 動 に ど の よ う
な 影 響 を 与 え る の か を 検 討 す る 目的 で 行 つ た 。
テ ス ト① で の 結 果 よ り 1位、3位、5位を 抽 出 し、 抽 出 した 全
て の 課 題 が 非 選 択 条 件 下 で 行 え る よ うに 組 み 合 わ せ た (Table 5‐A,
5‐B)。非 選 択 条 件 下 で 2つの 課 題 を 行 い 、 問 い か け に 応 じて 報 告
させ た 。 試 行 順 は ラ ン ダ ム で 行 い 、 課 題 順 も随 時 入 れ 替 え て 行 つ
た 。
評 価 は 、対 象 児 が 1つの 課 題 を 報 告 した 場 合 ど ち らの 課 題 を 報
告 す る か 、2つの 課 題 を 報 告 した 場 合 ど ち らの 課 題 を 先 に 報 告 す
る の か を 測 定 した 。
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Table 5-A 条 件 2の課 題 の 組 み 合 わ せ (A児)
3位:スケ ボ ー








① ス テ ッ プ 1
(a)A児
MTに「遊 ん で い い よ」 と指 示 され る と、対 象 児 は 訓 練 室 の ST
の 位 置 ま で 移 動 した 。STは1つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 対 象
児 に 示 し、「これ を し よ う」 と対 象 児 を誘 つ た 。 対 象 児 は STと共
に 提 示 され た 課 題 を 行 つ た 。 30秒経 過 後 、STは1つの 課 題 の シ
ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、「次 は これ を し よ う」 と誘 つ た 。 対 象 児
は STと共 に 提 示 され た 課 題 を行 い 、 タ イ マ ー (1分)が鳴 る と
終 了 し MTの所 に 戻 つ た 。 着 席 後 、MTの「何 して き た の ?」 の
問 い か け に応 じて 行 つ た 課 題 を報 告 す る こ とが 求 め られ た 。 対 象
児 の い ず れ の 報 告 に 対 して も MTが「そ うな ん だ 。○ ○ (と○ ○ )
した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
各 課 題 の 手 続 き は 訓 練 期 ① 、 ② と同 じで あ つ た 。
(b)B児
MTは1つの 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 対 象 児 に 示 し、「これ を し
よ う」 と誘 つ た 。 対 象 児 は 提 示 され た 課 題 を MTと共 に 行 つ た 。
パ ソ コ ン検 索 課 題 、 け ん 玉 課 題 の 場 合 は タ イ マ ー (各課 題 に よ っ
て 制 限 時 間 は 異 な る)が鳴 る と終 了 、 本 読 み 課 題 は 指 定 され た 課
題 を 終 え る と終 了 した 。 次 に 、MTが「次 は これ を し よ う」 と 1
つ の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 提 示 し、 対 象 児 は 提 示 され た 各 課 題
Table 5-B 条 件 2の課 題 の 組 み 合 わ せ (B児)
1位 :パソ コ ン
1位 :パソ コ ン
3位:けん 玉
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を 行 つ た 。各 課 題 の 終 了 の 手 続 き は 1つ目の 課 題 と 同 様 で あ っ た 。
2つ目の 課 題 の 終 了 後 、MTが「○ ○ さん (ST2)の所 へ 行 つ て き
て ね 。」 と指 示 を した 。 対 象 児 は 部 屋 か ら一 旦 退 出 し、 パ ー テ ー
シ ョン で 仕 切 られ た 空 間 へ と移 動 した 。ST2が「何 を して き た の ?」
の 問 い か け に 応 じて 行 つ た 課 題 を 報 告 す る こ と が 求 め られ た 。 対
象 児 の い ず れ の 報 告 に 対 して も ST2が「そ うな ん だ 。 ○ ○ (と○
○)した ん だ ね 。」 と フ ー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
各 課 題 の 手 続 き は 訓 練 期 ① 、 ② と 同 様 で あ つ た 。
② ス テ ッ プ 2
ス テ ップ 2では 、対 象 児 が 1つの 課 題 の み を応 え た 場 合 に は MT
も し くは ST2がさ らに 「他 に は ?」 と尋 ね 、2つの 課 題 の 報 告 を
求 め る手 続 き を加 え た 。 報 告 に 至 る ま で の 手 続 き は ス テ ップ 1と
同 様 で あ つ た 。 具 体 的 な 手 続 き は 以 下 に 示 す 。
(a)A児
MTの「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を報 告 す る こ と を 求 め られ た 。1つの 課 題 を 応 え た 場 合 は「他
に は ?」 と さ ら に 問 い か け を 行 つ た 。 い ず れ の 応 答 に も 「そ うな
ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
(b)B児
ST2の「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を報 告 す る こ と を 求 め られ た 。1つの 課 題 を応 え た 場 合 は「他
に は ?」 と さ ら に 問 い か け を 行 つ た 。 い ず れ の 応 答 に も 「そ うな
ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィー ドバ ッ ク を 行 つ た 。
③ ス テ ッ プ 3
ス テ ップ 3では 、対 象 児 が 行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に
STもし くは STlが正 しい 課 題 を 後 方 か ら音 声 プ ロ ン プ トす る 手
続 き を加 え た 。 報 告 に 至 る ま で の 手 続 き は ス テ ップ 1、 2と同 じ
で あ つ た 。 具 体 的 な 手 続 き は 以 下 に 示 す 。
(a)A児
MTの「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 正 し く報 告 す る こ と を 求 め られ た 。 1つの 課 題 を 応 え た 場
合 は 「他 に は ?」 と さ らに 問 い か け を 行 つ た 。 正 し く報 告 で き た
場 合 に は 「そ うな ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィ ー ドバ ッ
ク を 行 い 、 行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に は STが後 方 か ら
正 しい 課 題 を 音 声 プ ロ ン プ ト した 。
(b)B児
ST2の「何 して き た の ?」 の 問 い か け に 対 して 対 象 児 が 2つの
課 題 を 正 し く報 告 す る こ と を 求 め られ た 。 1つの 課 題 を応 え た 場
合 は 「他 に は ?」 と さ らに 問 い か け を 行 つ た 。 正 し く報 告 で き た
場 合 に は 「そ うな ん だ 。 ○ ○ と○ ○ した ん だ ね 」 と フ ィー ドバ ッ
ク を行 い 、行 つ て い な い 課 題 を報 告 した 場 合 に は STlが後 方 か ら
正 しい 課 題 を 音 声 プ ロ ン プ ト した 。
4)テス ト③ (好み の 再 評 価 )
A児は テ ス ト① で の 評 価 と 条 件 1での 課 題 選 択 率 が 3位の ス ケ
ボ ー 課 題 と 5位の 野 球 課 題 に お い て 一 致 しな か っ た た め 、好 み の
再 評 価 を 行 つ た 。 MTが1位、3位、5位の 3つの 課 題 の シ ン ボ
ル カ ー ドを 提 示 し、「どれ を して 遊 ぶ ?」 の 問 い か け に 応 じて 1
つ の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを 選 択 し、 選 択 した 課 題 を STと行 つ
た 。 対 象 児 が 通 算 3回選 択 した 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ド順 位 確 定 と
して 除 去 しな が ら、 そ れ 以 外 の シ ン ボ ル カ ー ドで 同 様 の 手 続 き を
繰 り返 し 1位～3位の 課 題 を 決 定 した 。
7.イン フ ォ ー ム ドコ ン セ ン ト
A児、B児と も に 、 研 究 開 始 前 に 保 護 者 に 対 して 研 究 の 内 容 を






本 読 み 課 題 の 正 反 応 率 を Table 6‐1‐Aに示 した 。 1試行 日か ら
正 反 応 で あ っ た 。2試行 日は 「楽 しか つ た 」 と応 え て 誤 反 応 とな
っ た 。 そ の 後 は 正 反 応 が 続 き 、7試行 日の 最 終 確 認 で も正 反 応 で
あ っ た 。
トラ ン ポ リン課 題 の 正 反 応 率 を Table 6‐2‐Aに示 した 。 1試行
目で は「楽 しか つ た 」と誤 反 応 で あ っ た 。そ の 後 は 正 反 応 が 続 き 、
7試行 日の 最 終 確 認 で も正 反 応 で あ つ た 。 5、 6試行 日 は 問 い か け
られ る 前 に 「 トラ ン ポ リ ン 」 と応 え る 場 面 が 見 られ た 。 そ の 後 、
問 い か け に 応 じて 適 切 に 報 告 して い た 。
Table 6-1-A 本 読 み 課 題 の 正 反 応 率
試 行
?
? 3 4 5 6 7
結 果 ○ × ○ ○ ○ ○ ○
※ ○ は正 反 応 、 ×は誤 反 応 で あ る こ と示 す 。
丁able 6-2-A トランポ リン課題の正反応率
試 行 2 3 4 5 6 7
結 果 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ ○ は 正 反 応 、 ×は 誤 反 応 で あ る こ と を 示 す 。
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サ ッカ ー 課 題 の 正 反 応 率 を Fig.6‐3‐Aに示 した 。 1試行 日か ら
4試行 日ま で 誤 反 応 が 続 き 、全 て 「楽 しか つ た 」 と応 え て い た 。 5
試 行 日で 正 反 応 と な つ た が 、6試行 日で 再 び 「楽 しか っ た 」 と応
え 誤 反 応 と な つ た 。7試行 日以 降 は 正 反 応 が 続 き 、10試行 日の 最
終 確 認 で も正 反 応 で あ っ た 。
ス ケ ボ ー 課 題 の 正 反 応 率 を Fig.6‐4‐Aに示 した 。 1試行 日か ら
正 反 応 が 続 き 、3試行 日の 最 終 確 認 で も正 反 応 で あ っ た 。
野 球 課 題 の 正 反 応 率 を Fig.6‐5‐Aに示 した 。 1、 2試行 日は 「楽
しか っ た 」 と応 え 、3試行 日は 無 反 応 で 誤 反 応 と な つ た 。4試行
日以 降 は 正 反 応 が 続 き 、7試行 日の 最 終 確 認 で も正 反 応 で あ っ た 。
Table 6-3-A サ ッ カ ー 課 題 の 正 反 応 率
試 行 2 3 4 5 6 7 8 9 10
結 果 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○
※ ○ は 正 反 応 、 ×は 誤 反 応 で あ る こ と を 示 す 。




結 果 ○ ○ ○
※ ○ は 正 反 応 、 ×は 誤 反 応 で あ る こ と を 示 す 。
Table 6-5-A 野 球 課 題 の 正 反 応 率
試 行 2 3 4 5 6 7
結 果 × × × ○ ○ ○ ○
※ ○ は 正 反 応 、 ×は 誤 反 応 で あ る こ と を 示 す 。
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最 終 確 認 にお い て全 て の課 題 が達 成 され た こ とか ら 1つの課 題
を行 い 、 それ を問 い か け に応 じて報 告 す る行 動 は形 成 され た と示
され た。
(2)B児
LINEポコ ポ コ課 題 、 パ ソ コ ン検 索 課 題 、 本 読 み 課 題 、 け ん 玉
課 題 の 正 反 応 率 を Table 7‐1‐Bに示 した 。LINEポコ ポ コ課 題 は
「ポ コ ポ コ」、パ ソ コ ン検 索 課 題 は「パ ソ コ ン 」、本 読 み 課 題 は「本 」、
け ん 玉 課 題 は 「け ん 玉 」 と全 て に お い て 適 切 に 報 告 で き た 。
ひ も結 び 課 題 の 正 反 応 率 を Table 7‐2‐Bに示 した 。 ひ も結 び 課
題 は 1、 2試行 日で は 「わ か らん 」 と応 え誤 反 応 で あ っ た 。3試行
日以 降 は 全 て 「ひ も」 と応 え 正 反 応 とな つ た 。
Table 7-2-B ひ も結 び 課 題 の 正 反 応 率




LINEポコ ポ コ ○ ○ ○
パ ソ コ ン検 索 ○ ○ ○
本 読 み ○ ○ ○




? 3 4 5 6




A児の 2つの 課 題 を 行 い 、 指 導 者 の 「何 して き た の ?」 の 問 い
か け に 応 じた 報 告 言 語 行 動 の 結 果 を Table 8‐Aに示 した 。 全 10
試 行 中 、9試行 が 正 反 応 、 1試行 が 「楽 しか っ た 」 と応 え 誤 反 応
で あ っ た 。 正 反 応 で あ つ た 9試行 中 、8試行 で 後 半 に 行 つ た 課 題
を 報 告 し、 1試行 の み 前 半 に 行 つ た 課 題 を 報 告 した 。
(2)B児
B児の 2つの 課 題 を 行 い 、 指 導 者 の 「何 して き た の ?」 の 問 い
か け に応 じた 報 告 言 語 行 動 の 結 果 を Table 8‐Bに示 した 。 全 6試
行 全 て で 1つの 課 題 を適 切 に 報 告 す る こ とが で き た 。 5試行 で 後
半 に 行 つ た 課 題 を 報 告 し、1試行 の み 前 半 に 行 つ た 課 題 を 報 告 し
た 。
Table 8-A 訓練期② における課題の組み合わせ と報告 した課題(A児)
前 半 後 半 報 告 した 課 題
ス ケ ボ ー トラ ン ポ リン トラ ン ポ リン
サ ッカ ー 野 球 野 球
本 ス ケ ボ ー ス ケ ボ ー
トラ ン ポ リ ン 本 本
ス ケ ボ ー サ ッカ ー サ ッカ ー
野 球 トラ ン ポ リ ン トラ ン ポ リン
トラ ン ポ リン サ ッカ ー サ ッカ ー
本 野 球 「楽 しか っ た 」
サ ッカ ー 本 サ ッカ ー
野 球 ス ケ ボ ー ス ケ ボ ー
Table 8-B 訓練期②における課題の組み合わせと報告した課題(B児)
前 半 後 半 報 告 した 課 題
本 読 み パ ソ コ ン検 索 パ ソ コ ン検 索
ひ も 結 び け ん 玉 け ん 玉
本 読 み LINEポコ ポ コ LINEポコ ポ コ
パ ソ コ ン検 索 ひ も 結 び ひ も結 び
LINEポコ ポ コ 本 読 み 本 読 み
け ん 玉 ひ も結 び け ん 玉
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2.テス ト① (好み の 評 価 )
1)A児
A児の シ ン ボ ル カ ー ドの 選 択 し課 題 を行 つ た 順 を Table 9‐Aに
示 した 。選 択 順 よ り 1位は 本 読 み 課 題 、2位は トラ ン ポ リン 課 題 、
3位は ス ケ ボ ー 課 題 、4位は サ ッカ ー 課 題 、5位は 野 球 課 題 とな つ
た 。 対 象 児 は 提 示 され た カ ー ドの 上 を 手 が 行 つ た り来 た り しな が
ら 1枚を選 択 す る行 動 が 見 られ た 。
(トラ ン ポ リ
2日 目




は 順 位 が 確 定 され た た め 、 除 去 され た こ と を 意 味 す る。
????????????
Table 9-A テス ト①の課題選択順 (A児)
試 行 トラ ンポ
リン
本 読 み スケボー サ ッカー 野 球
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2)B児
B児の シ ン ボ ル カ ー ドの 選 択 し課 題 を 行 つ た 順 を Table 9‐Bに
示 した 。 選 択 順 よ り 1位は パ ソ コ ン 検 索 課 題 、 2位は LINEポコ
ポ コ課 題 、3位は け ん 玉 課 題 、4位は ひ も結 び 課 題 、5位は 本 読 み
課 題 と な つ た 。 2回共 に 同 じ選 択 順 と な つ た 。 対 象 児 は 「 どれ が
一 番 好 き ?」 の 問 い か け に 対 して カ ー ドを 1枚選 択 し て い る様 子
が 見 られ た 。
Table 9-B テス ト①の課題選択順 (B児)
3.テス ト② (報告 言 語 行 動 の評 価 )
1)条件 ① (課題 の 選 択 と好 み が 報 告 言 語 行 動 に与 え る影 響 に 関
す る検 討 )
(1)ステ ッ プ 1
①A児
全 6試行 中、全 て後 半 に行 つた課 題 を報 告 した。 報 告 内容 は全
て正反 応 で あ っ た。
② B児








、 け ん 玉 ひ も結 び 本 読 み
※晰晰舅は順位が確定されたため、除去されたことを意味する。
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て 正 反 応 で あ っ た 。
(2)ステ ッ プ 2
① A児
全 6試行 中 、 全 て 後 半 の 課 題 か ら報 告 した 。 1つ目の 報 告 は 全
て 正 反 応 で あ つ た 。 しか し、「他 に は ?」 の 問 い か け に は 戸 惑 つ
た 様 子 を 見 せ 、2つ目の 報 告 は 4試行 で 選 択 して い な い 課 題 を 報
告 し誤 反 応 とな つ た 。
② B児
全 6試行 中 、3試行 が 前 半 の 課 題 か ら、3試行 が 後 半 の 課 題 か
ら報 告 した 。「他 に は ?」 の 問 い か け に 戸 惑 う様 子 も な く 、 す ぐ
に 応 え て い な い 方 の 課 題 を応 え る こ とが で き た 。 ま た 、3試行 目
以 降 は 「他 に は ?」 の 問 い か け を待 つ こ と な く、2つ課 題 を応 え
て い た 。
(3)ステ ッ プ 3
ス テ ップ 3の選 択 した 課 題 と報 告 した 課 題 を Table 10‐A、 10‐B
に 示 した 。 ① は 1位の 課 題 、 ③ は 3位の 課 題 、 ⑤ は 5位の 課 題 、
×は 課 題 の 中 に な い 報 告 を した 、( )は行 つ て い な い 課 題 を報 告
した こ と を 表 す 。
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Table 10-A 条件①の選択 した課題 と報告 した課題 (A児)
行 つ た 課 題 報 告 し た 課 題
前 半
選 択 した 課 題
③・⑤ ① ③ ①→ ×
⑤ ① o③ ① ①→ (③)
①・⑤ ③ ⑤ ③→⑤
① ③ o⑤ ③ ③→①③
①・③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ⑤ ⑤→ (①)
2巡目
③・⑤ ① ⑤ ①→⑤
⑤ ① o③ ① ①→⑤
①・⑤ ③ ⑤ ③→⑤
① ③・⑤ ⑤ ①→⑤
① o③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ① ①→③
3巡目
③・⑤ ① ③ ③→①
⑤ ① o③ ① ⑤→①
①・⑤ ③ ① ③→①
① ③・⑤ ⑤ ⑤→①
① o③ ⑤ ① ⑤→①
③ ①・⑤ ① ①→③
巡
③・⑤ ① ⑤ ⑤→①
⑤ ①・③ ① ⑤→①
①・⑤ ③ ⑤ ⑤→③
① ③・⑤ ⑤ ①→⑤
① o③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ① ①→③
5巡目
③・⑤ ① ⑤ ①→⑤
⑤ ① o③ ① ⑤→①
①・⑤ ③ ① ①→③
① ③・⑤ ⑤ ①→⑤
①・③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ① ①→③
※ ① は 1位の 課 題 、 ③ は
の 中 に な い 報 告 を した 、
と を表 す 。
3位の課 題 、⑤ は 5位の課 題 、 ×は課 題
( )は行 っ て い な い課 題 を報 告 した こ
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Table 10-B 条件①の選択 した課題 と報告 した課題 (B児)
1巡目
選 択 した 課 題
※① は 1位の課 題 、③ は
の 中 に な い 報 告 を した 、
とを表 す 。
報 告 し た 課 題
⑤ は 5位の課 題 、 ×は課 題
て い な い課 題 を報 告 した こ
行 っ た 課 題
4巡
3位の 課 題 、
( )は行 っ
③・⑤ ① ③ ③→①
⑤ ① o③ ① ①→⑤
①・⑤ ③ ① ③→①
① ③・⑤ ③ ③→①
①・③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ① ③→①
2巡目
③ o⑤ ① ③ ③ →③ → ①→ ③
⑤ ① o③ ① ①→⑤
①・⑤ ③ ① ①→③
① ③・⑤ ③ ①→③
① o③ ⑤ ① ①→⑤
③ ①・⑤ ① ③→①
3巡目
③・⑤ ① ③ ①→③
⑤ ① o③ ① ⑤→①
①・⑤ ③ ① ①→③
① ③・⑤ ③ ①→③
① o③ ⑤ ① ⑤→①
③ ①・⑤ ① ①→③
③・⑤ ① ③ ③→①
⑤ ① o③ ① ⑤→①
① o⑤ ③ ① ①→③
① ③・⑤ ③ ①→③
① o③ ⑤ ① ⑤→①















① 前 後 半 課 題 報 告 率
前 後 半 課 題 報 告 率 の 結 果 を Fig.2‐1に示 した 。A児は 全 30試
行 中 、前 半 の 課 題 か ら報 告 した の が 14試行 (47%)、後 半 の 課 題
か ら報 告 した の が 16試行 (53%)だつ た 。B児は 全 24試行 中 、
前 半 の 課 題 か ら報 告 した の が 13試行 (54%)、後 半 の 課 題 か ら報
告 した の が 11試行 (46%)であ つ た 。 これ らの 結 果 よ り、A tt B
児 共 に 前 半 と後 半 の 課 題 ど ち ら か に 大 き く偏 っ た 報 告 は 見 られ
な か つ た 。
????????????
Fig.2-1 前 後 半 課 題 報 告 率
② 課 題 別選 択 率
課 題 別選 択 率 の結 果 を Fig.2‐に示 した。A児は全 20回の選
択機 会 の 内 、1位の本 読 み課 題 は 16回(80%)、3位の ス ケボ ー
課 題 は 3回 (15%)、5位の 野 球課 題 は 11回(55%)であ つた。
テ ス ト① で 行 つた 好 み の評 価 と選 択 率 は 1位の課 題 で は一 致 して
い た が 、3位と 5位で 一 致 しな か った。B児は全 16回の選 択機 会
の 内 、1位の パ ソ コン検 索課 題 は 16回(100%)、3位の け ん玉 課
題 は 8回 (50%)、5位の本 読 み課 題 は 0回 (0%)であ つ た。 テ




















立              ■lL
2-2 課 題 別 選 択 率
③ 課 題 別報 告 率
課 題 別 報 告 率 の 結 果 を Fig.2‐3に示 した。A児は全 30試行 中 、
1位の本 読 み 課 題 は 17試行 (57%)、3位の ス ケ ボー 課 題 は 5試
行 (16%)、5位の 野 球 課 題 は 8試行 (27%)であ つ た。B児は全
24試行 中 、1位の パ ソ コ ン検 索課 題 は 13試行 (54%)、3位の け
ん 玉課 題 は 7試行 (29%)、5位の本 読 み 課 題 は 4試行 (17%)
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④ 選 択 一 非 選 択 課 題 報 告 率
選 択 ― 非 選 択 課 題 報 告 率 の 結 果 を Fig.2‐4に示 した 。A児は 全
30試行 中 、17試行(57%)で選 択 した 課 題 を 報 告 し、13試行(43%)
で 非 選 択 の 課 題 を 報 告 した 。B児は 全 24試行 中 、13試行 (54%)
で 選 択 した 課 題 を 報 告 し、11試行 (46%)で非 選 択 の 課 題 を報 告
した 。 選 択 条 件 と非 選 択 条 件 の 2群に お い て 有 意 水 準 5%で両 側
検 定 の T検定 を 行 っ た 結 果 、A tt B児共 に 、有 意 な 差 は認 め られ
な か っ た 。
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????????．Fig. 選 択 一 非 選 択 課 題 報 告 率
⑤ 選 択 (上位)一非選 択 (下位)課題 報 告 率
(a)テス ト① に基 づ いた 分 析
テ ス ト① に基 づ く選 択 (上位)一非 選 択 (下位)課題 報 告 率 の
結 果 を Fig.2‐5の結 果 に示 した。A児は全 16試行 中、11試行(69%)
で選 択 (上位)の課 題 を報 告 し、5試行 (31%)で非 選 択 (下位 )
の課 題 を報 告 した。B児は全 15試行 中 、9試行 (56%)で選 択 (上
位)の課 題 を報 告 し、7試行 (44%)で非 選 択 (下位)の課題 を
報 告 した。 選 択 (上位)条件 と非 選 択 (下位)条件 の 2群にお い
て有 意 水 準 5%で両側 検 定 の T検定 を行 つ た結 果 、A tt B児共 に
















選 択 (上位)ヨド選 択 (下位)      選 択 (上位)ヨF選択 (下位 )
Fig 2-5 テス ト①に基づ く選択 (上位)一非選択 (下位)課題報告率
(b)テス ト③ に基 づ いた 分 析
A児の テ ス ト③ に基 づ く選 択 (上位)一非 選 択 (下位)課題 報
告 率 の結 果 を Fig。2‐6‐Aに示 した。全 20試行 中 、14試行 (70%)
で選 択 (上位)の課 題 を報 告 し、6試行 (30%)で非 選 択 (下位 )
の課 題 を報 告 した。 選 択 (上位)条件 と非 選 択 (下位)条件 の 2
群 にお い て 有 意 水 準 5%で両 側 検 定 の T検定 を行 つ た結 果 、 両群













非 選 択 (下位 )
Fig 2-6-A テ ス ト③ に基 づ く選 択 (上位 )一非 選 択 (下位 )課題 報 告 率 (A児)
選 択 (上位 )
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⑥ 選 択 (下位)一非選 択 (上位)課題 報 告 率
(a)テス ト① に基 づ いた 分 析
テ ス ト① に基 づ く選 択 (上位)一非 選 択 (下位)課題 報 告 率 の
結 果 を Fig.2‐7に示 した。A児は全 14試行 中 、6試行 (43%)
で選 択 (下位)の課題 を報 告 し、8試行 (57%)で非 選 択 (上位 )
の課 題 を報 告 した。B児は全 8試行 中 、4試行 (50%)で選 択 (下
位)の課 題 を報 告 し、4試行 (50%)で非 選 択 (下位)の課 題 を
報 告 した。 選 択 (下位)条件 と非 選 択 (上位)条件 の 2群にお い
て有 意 水 準 5%で両側 検 定 の T検定 を行 つ た結 果 、A tt B児共 に














Flg 2-7 テス ト① に基 づ く選 択 (下位)一非選択 (上位)課題 報告率
(b)テス ト③ に 基 づ い た 分 析
A児の テ ス ト③ に 基 づ く選 択 (下位)―非 選 択 (上位)課題 報
告 率 の 結 果 を Fig.4‐8‐Aに示 した 。全 10試行 中 、4試行 (40%)
で 選 択 (下位 )の課 題 を 報 告 し、6試行 (60%)で非 選 択 (上位 )
の 課 題 を報 告 した 。 選 択 (下位)条件 と非 選 択 (上位 )条件 の 2
群 に お い て 有 意 水 準 5%で両 側 検 定 の T検定 を 行 つ た 結 果 、 有 意


































選 択 (下位)         非 選 択 (上位)
Fig 2-8-A テ ス ト③ に基 づ く選 択 (上位)一非 選 択 (下位)課題報 告 率 (A児)
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2)条件 ② (課題 の 好 み が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る 影 響 に 関 す る 検
討 )
(1)ステ ッ プ 1
① A児
全 6試行 中 、 全 て 後 半 に 行 つ た 課 題 を 報 告 した 。 報 告 内 容 は 全
て 正 反 応 で あ つ た 。
② B児
全 6試行 中 、5試行 が 後 半 に 行 つ た 課 題 、 1試行 が 前 半 に 行 つ
た 課 題 を 報 告 した 。 報 告 内 容 は 全 て 正 反 応 で あ つ た 。
(2)ステ ップ 2
① A児
全 6試行 中 、 1試行 が 前 半 の 課 題 か ら、5試行 が 後 半 の 課 題 か
ら報 告 した 。1つ目の 課 題 の 報 告 は 全 て 正 反 応 で あ つ た 。 しか し、
「他 に は ?」 の 問 い か け に は 戸 惑 つ た 様 子 を 見 せ 、2つ目の 報 告
は 4試行 で 選 択 して い な い 課 題 や 行 つ て い な い 課 題 を 報 告 し誤 反
応 とな つ た 。
② B児
全 6試行 中 、3試行 が 前 半 の 課 題 か ら、3試行 が 後 半 の 課 題 か
ら報 告 した 。 1つ目の 課 題 の 報 告 は 全 て 正 反 応 で あ つ た 。「他 に
は ?」 の 問 い か け に は 5試行 は 戸 惑 う様 子 も な く、 す ぐ に 応 え て
い な い 方 の 課 題 を応 え る こ と が で き て い た が 、1試行 は そ の 試 行
に 含 ま れ て い な い 課 題 を含 め て 3つの 課 題 を 報 告 す る 場 面 が 見 ら
れ 誤 反 応 と な つ た 。
(3)ステ ッ プ 3
ス テ ップ 3での 課 題 の 組 み 合 わ せ と報 告 した 課 題 を Table ll‐A,
11‐Bに示 した 。① は 1位の 課 題 、③ は 3位の 課 題 、⑤ は 5位の 課
題 、( )は行 つ て い な い 課 題 を報 告 した こ と を 表 す 。
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Table ll―A 条件②の課題の組み合わせ と報告 した課題 (A児)
巡 目




⑤ ① ⑤ ①





























※① は 1位の課 題 、③ は





Table ll―B 条件②の課題の組み合わせと報告 した課題 (B児)
行 つ た 課 題 報 告 した 課 題
1巡目
① ⑤ ⑤→①
③ ⑤ ③ ⑤
③ ① ①→③
⑤ ① ① ⑤
⑤ ③ ⑤ ③
① ③ ⑤ (③) ①
2巡
3巡
① ⑤ ① ⑤
③ ⑤ ③ ⑤
③ ① ① ③
⑤ ① ⑤ ①
⑤ ③ ③ ⑤
① ③ ③ ①
① ⑤ ⑤ ①
③ ⑤ ③ ⑤
③ ① ③ ①
⑤ ① ⑤ ①
⑤ ③ ③ ⑤
① ③ ① ③
4巡目
① ⑤ ⑤ ①
③ ⑤ ⑤ ③
③ ① ③ ①
⑤ ① ⑤ ①
⑤ ③ (未実施 ) ⑤
① ③ (未実施 ) ①
※① は 1位の課 題 、③ は
行 つ て い な い課 題 を報 告
3位の課 題 、⑤ は 5位の課 題 、 (








































① 前 後 半 課 題 報 告 率
前 後 半課 題 報 告 率 を Fig.3‐1に示 した。A児は全 30試行 中、
前 半 の課 題 か ら報 告 した の が 10試行 (33%)、後 半 の課 題 か ら報
告 した の が 20試行 (67%)だつた。B児は全 22試行 中、前 半 の
課 題 か ら報 告 した の が 11試行 (50%)、後 半 の課 題 か ら報 告 した
の が 11試行 (50%)であ つ た。
A児
前 半 後半           前半
Fig.3-1 前 後 半 課 題 報 告 率
② 課 題 別報 告 率
課 題 別 報 告 率 を Fig.3‐2に示 した。A児は全 20試行 中、1位の
本 読 み 課 題 は 10試行 (50%)、3位の ス ケ ボー 課 題 は 12試行
(60%)、5位の 野 球課 題 は 8試行 (10%)であ つ た。B児は 1
位 のパ ソコ ン検 索 課 題 は 24試行 中 13試行 (54%)、3位の け ん
玉課 題 は 14試行 中 7試行 (29%)、5位の本 読 み課 題 は 25試行
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Fig.3-2 課 題 別 報 告 率
③ 上 位 一下 位 課 題 報 告 率
(a)テス ト① に基 づ いた分 析
テ ス ト① に基 づ い た 上位 ―下位 課 題 報 告 率 を Fig。3‐3に示 した。
A児は全 30試行 中、18試行 (60%)で上 位 の課 題 を報 告 し、 12
試 行 (40%)で下位 の課 題 を報 告 した。B児は全 22試行 中、 11
試 行 (50%)で上 位 課 題 を報 告 し、H試行 (50%)で下位 の課 題
を報 告 した 。 上位 課 題 と下位 課 題 の 2群に お い て有 意 水 準 5%で
両側 検 定 の T検定 を行 つ た結 果 、A tt B児共 に有 意 な差 は認 め ら













■位      3位     5位
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(b)テス ト③ に基 づ いた 分 析
A児のテ ス ト③ に基 づ い た 上位 ―下位 課 題 報 告 率 を Fig.3‐4‐A
に示 した。全 30試行 中 、17試行 (57%)で上位 の課 題 を報 告 し、
13試行 (43%)で下位 の課 題 を報 告 した。上位 課 題 と下位 課 題 の
2群にお い て 有 意 水 準 5%で両側 検 定 の T検定 を行 つ た結 果 、 有













Fig.3-4-A 課 題 選 択 率 に 基 づ い た 上 位 ― 下 位 課 題 報 告 率 (A児)
4.テス ト③ (好み の再 評 価 )
A児の シ ンボル カ ー ドの選 択 し課 題 を行 つた順 を Table 12に示
した。 選 択 順 よ り 1位は本 読 み課 題 、2位は野 球課 題 、3位は ス
ケ ボー 課 題 とな つた。 よつ て 、 テ ス ト③ で の評 価 は課 題 選 択 率 と
同 じ結 果 とな っ た。
上 位 下 位
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Table 12 テス ト③の課題選択順 (A児)
※餃勒 魏 は 順 位 が 確 定 され た た め 、 除 去 され た こ と を 意 味 す る。
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Ⅳ 考 察
1.報告 言 語 行 動 の 指 導 に つ い て
訓 練 期 で は 、 指 導 者 の 問 い か け に 応 じて 報 告 で き る よ うに プ ロ
ン プ トを用 い た 訓 練 を 行 つ た 。
A児は 本 読 み 課 題 、 トラ ン ポ リン課 題 、 ス ケ ボ ー 課 題 は 早 期 に
生 起 し、 サ ッカ ー 課 題 、 野 球 課 題 の 生 起 に は 時 間 を 要 した 。B児
は ひ も結 び の み 生 起 に 時 間 を 要 し、 そ れ 以 外 の パ ソ コ ン検 索 課 題 、
LINEポコ ポ コ課 題 、け ん 玉 課 題 、本 読 み 課 題 は 早 期 に 生 起 した 。
生 起 す る ま で の 課 題 ご との 時 間 差 の 要 因 と して 、 対 象 児 の 課 題 に
対 す る経 験 、 課 題 名 の 正 しい 認 識 が 挙 げ られ る。
A児は トラ ン ポ リンや 本 は 家 庭 で も 良 く使 用 して い る が 、 野 球
を 経 験 した こ と は 数 少 な か つ た 。 しか し、 サ ッカ ー は ク ラ ブ チ ー
ム に lヶ月 に 1回程 通 つ て お り長 年 の 経 験 が あ り、「サ ッ カ ー 」
と い う言 葉 に 触 れ る こ と も 多 か っ た が 生 起 ま で に は 時 間 を 要 し
た 。 そ の 要 因 と して 、 対 象 児 が 普 段 か ら経 験 して い る屋 外 で 複 数
人 で 行 う普 段 の サ ッカ ー と訓 練 室 で 2人で 行 つ た サ ッカ ー と は 一
致 しな か つ た こ とが 考 え られ る。
B児は パ ソ コ ンや LINEポコ ポ コ は 家 庭 で も頻 繁 に 行 つ て お り、
本 や け ん 玉 は 経 験 して い な い が 言 葉 と して 習 得 して い た 。 ひ も結
び は 日常 場 面 で 行 うこ とが な く言 葉 も知 らな か つ た 。
よ っ て 、 そ の 課 題 を どれ だ け経 験 した こ とが あ る か 、 課 題 に ま
つ わ る 言 葉 を 正 し く認 識 して い る の か に よ つ て 問 い か け に 対 す
る 報 告 の 生 起 の 時 間 差 が 生 ま れ る と考 え られ る。 そ の た め 、 報 告
言 語 行 動 の 指 導 で は 、写 真 カ ー ドと命 名 の よ うな 1対1対応 だ け
で な く、様 々 な 場 面 を 経 験 させ て 命 名 して い く訓 練 を 積 む こ とで 、
幅 広 く正 確 な 報 告 言 語 行 動 を 生 み 出 す こ とが で き る と考 え る。
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2.好み の 評 価 に つ い て
本 研 究 で は 対 象 児 に 対 し て シ ン ボ ル カ ー ドを 用 い た 好 み の 評
価 を 行 つ た 。 テ ス ト① で の 好 み の 評 価 とテ ス ト② で の 課 題 別 選 択
率 を 比 較 す る と、B児は 一 致 した が 、A児で は 3位と 5位の 課 題
が 入 れ 替 わ っ て お り、5位の 課 題 の 方 が 3位の 課 題 よ り多 く選 択
して い た 。 そ こ で 、A児に 対 し、 テ ス ト③ と して も う一 度 好 み の
評 価 を 実 施 した と こ ろ 、 課 題 選 択 率 の 順 位 を 支 持 す る 結 果 で あ つ
た 。 よ つ て 、A児は テ ス ト② とテ ス ト③ の 間 で 好 み が 変 わ つ た と
考 え られ る。
村 中 ら (2005)は、 テ レ ビ番 組 の 視 聴 を 用 い 、 聞 き 取 り と観 察
に よ つ て 注 視 率 と逸 脱 率 を 分 析 し番 組 に 対 す る 好 み を 評 価 した 。
しか し、約 8ヶ月 の 実 験 期 間 を 通 して 、 下 位 に 評 価 され て い た 番
組 の 注 視 率 が 上 昇 し逸 脱 率 は 低 下 す る傾 向 が 見 られ 、 番 組 に 対 す
る 従 事 体 験 の 反 復 に よ つ て 好 み が 高 ま っ た 結 果 だ と して い る。
本 研 究 に お い て も 、A児は テ ス ト① か らテ ス ト③ ま で 12ヶ月
程 の 時 間 を 要 して お り、 課 題 従 事 行 動 に 関 して 選 択 機 会 の 効 果 を
検 討 した 様 々 な研 究 に 比 べ て 長 期 間 で あ つ た 。 そ の た め 、 課 題 を
遂 行 して い く 中 で 好 み が 変 化 し、 そ の 変 化 を評 価 し き れ て い な か
っ た 。 よ っ て 、 好 み の 評 価 を 定 期 的 に 行 い 、 対 象 児 が 好 み に 基 づ
い た 選 択 を 行 つ て い る の か を 評 価 し、 選 択 機 会 との 効 果 との 関 連
を 分 析 す る 必 要 が あ る だ ろ う。
3.選択 機 会 と好 み が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る 影 響
本 研 究 で は 、 知 的 障 害 を伴 う 自閉 症 児 2名を 対 象 に 、課 題 の 選
択 や 好 み が 報 告 言 語 行 動 に ど の よ うな 影 響 を 与 え る の か に つ い
て 検 討 を 行 つ た 。
1)選択 機 会 の 要 因
選 択 機 会 が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る影 響 に つ い て 、 条 件 ① で 得 ら
れ た 結 果 よ り選 択 条 件 と非 選 択 条 件 で 分 析 を 行 つ た が 、A児、B
児 共 に 選 択 条 件 と非 選 択 条 件 との 間 に 有 意 差 は 見 られ な か っ た 。
よ つ て 、 報 告 言 語 行 動 に お い て も選 択 機 会 の 有 無 の み が 対 象 児 の
報 告 言 語 行 動 に 与 え る影 響 は な い と言 え る。
2)好み の 要 因
好 み が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る影 響 に つ い て 、 条 件 ② で 得 られ た
結 果 よ り分 析 を 上 位 条 件 と下 位 条 件 で 分 析 を 行 つ た が 、A tt B児
共 に 上 位 課 題 と下 位 課 題 の 間 に 有 意 差 は 見 られ な か つ た 。 よ っ て 、
好 み の 課 題 に 従 事 で き る こ と の み が 対 象 児 の 報 告 言 語 行 動 に 与
え る影 響 は な い と言 え る。
3)選択 機 会 と好 み の 要 因
選 択 機 会 と好 み が 報 告 言 語 行 動 に 与 え る影 響 に つ い て 、 好 み の
課 題 を 選 択 して 行 う条 件 (選択 (上位)条件)と好 み で な い 課 題
を 選 択 せ ず に 行 う条 件 (非選 択 (下位 )条件 )、 好 み で な い 課 題
を 選 択 して 行 う条 件 (選択 (下位)条件)と好 み の 課 題 を 選 択 せ
ず に 行 う条 件 (非選 択 (上位 )条件)の2つの 試 行 か ら分 析 を 行
つ た 。 選 択 (上位 )条件 と非 選 択 (下位)条件 に お い て 、B児に
は 有 意 差 は み られ な か つ た が 、A児で は テ ス ト③ で の 好 み の 評 価
順 位 に 基 づ い た 分 析 の 結 果 、 選 択 (上位 )課題 と非 選 択 (下位 )
課 題 との 間 に 有 意 差 が 見 られ た 。 よ つ て 、 好 み の 課 題 に か つ 選 択
して 従 事 で き た 場 合 、 そ の 課 題 を よ り多 く報 告 す る場 合 が あ る と
言 え る。
吉 岡 ・ 藤 金 ・ 相 澤 (2011)は、 知 的 障 害 児 5名に 対 し、 選 択 と
好 み を 用 い た 課 題 従 事 率 の 検 討 を行 つ た 。 6つの 課 題 を 上 位 3課
題 を High‐Preference課題 (以下 、HP課題 )、 下 位 3課題 を
Low‐Preference課題 (以下 、LP課題)課題 に 分 類 し、 対 象 児 に
課 題 の 選 択 を 求 め る Choice条件 (以下 、C条件 )、 教 師 が 課 題 を
選 択 す る Non‐Choice条件 (以下 NC条件 )、 対 象 児 に 課 題 の 選 択
を 求 め る が 課 題 自体 は 対 象 児 に 見 せ な い Non‐Visual‐Choice条件
(以下 、NVC条件 )の3条件 を設 定 した 。 実 験 Iでは HP課題 の
み を 用 い 、 実 験 Ⅱで は LP課題 の み を 用 い て 行 つ た 。 実 験 IIを
通 して 、C条件 の パ フ ォ ー マ ン ス が 最 も高 か つ た こ とか ら、 選 好
性 と選 択 の 両 方 を 保 証 す る こ と で 子 ど も の 課 題 を 最 大 限 に 高 め
る と して い る。 ま た 、実 験 Ⅱ に お い て 、NVC条件 と NC条件 の パ
フ ォ ー マ ン ス が 変 わ ら な か つ た と こ と か ら選 好 性 の 高 い 課 題 を
行 う中 で の 選 択 行 動 は 課 題 遂 行 に 大 き く影 響 を 及 ぼ す が 、 選 好 性
の 低 い 課 題 を 多 く行 う 中 で の 選 択 行 動 は 課 題 遂 行 に は さ ほ ど影
響 を 及 ぼ さ な い 可 能 性 が あ る と して い る。本 研 究 に お け る A児の
結 果 は 、 吉 金 ら (2011)の課 題 従 事 行 動 に 関 す る研 究 結 果 を 報 告
言 語 行 動 に お い て も支 持 で き る 可 能 性 が あ る と言 え る。
B児は 課 題 選 択 率 が テ ス ト① で の 好 み の 評 価 と正 比 例 して い る
こ とや 、 上 位 の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドを提 示 され た 時 に は 「や っ
た !」 な ど と声 に 出 して 喜 び 、 下 位 の 課 題 の シ ン ボ ル カ ー ドが 提
示 され た 時 に は 「ま た か よ 」 な ど と残 念 が る 様 子 を 見 せ て お り、
課 題 に 対 す る モ チ ベ ー シ ョ ン は 好 み の 課 題 に 従 事 で き る こ と に
よ っ て 上 が っ て い る 姿 が 見 られ た 。 しか し、 課 題 に 対 す る モ チ ベ
ー シ ョ ン の 高 さ は 報 告 言 語 行 動 の モ チ ベ ー シ ョ ン ま で 上 げ る こ
と に 繋 が らな か つ た と考 え られ る。 そ の 要 因 と して セ ッテ ィ ン グ 、
指 導 上 の 手 続 き 、 知 的 障 害 の 程 度 の 違 い が 挙 げ られ る。
セ ッテ ィ ン グ の 違 い と して は 、A児は 課 題 を 行 つ て 報 告 を 行 う
ま で 同 じ訓 練 室 内 で 行 つ た が 、B児は 課 題 を 行 つ た 後 、 訓 練 室 を
出 て パ ー テ ー シ ョ ン で 仕 切 られ た 空 間 へ 移 動 して 報 告 を 行 つ た 。
そ の た め 、B児は A児に 比 べ て 課 題 を 行 つ て 報 告 す る ま で の 時 間
や 距 離 が 長 か つ た こ とで 、課 題 の モ チ ベ ー シ ョン の 高 さ を 報 告 場
面 ま で 維 持 で き な か つ た と考 え られ る。
指 導 上 の 手 続 き の 違 い と して は 、B児は 「○ ○ (ST2)に報 告
して き て ね 」 と報 告 す る こ と を促 され る と しぶ しぶ 報 告 に 行 く様
子 が 見 られ 、 訂1練期 か らの 「課 題 を 行 つ た 後 、 報 告 す る 」 とい う
手 続 き が 影 響 し、 や つ た こ と を た だ 報 告 す る とい う形 式 的 な 報 告
言 語 行 動 に な つ て しま っ た の で は な い か と考 え られ る。
知 的 障 害 の 程 度 の 違 い と して は 、 対 象 児 の 個 体 条 件 と選 択 機 会
の 効 果 との 関 連 に つ い て Moes(1998)は、 認 知 能 力 の 比 較 的 高
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い 対 象 児 で は 、 選 択 条 件 で パ フ ォ ー マ ン ス の 促 進 や 改 善 が 認 め ら
れ た が 、 認 知 能 力 の 低 い 対 象 児 で は 認 め られ な か つ た と し、 認 知
能 力 の 程 度 が 選 択 機 会 の 効 果 を 左 右 して い る の で は な い か と し
て い る。 しか し、本 研 究 に お い て は 、知 的 障 害 の 程 度 の 低 い A児
の 方 が 高 い B児に 比 べ て 選 択 (上位 )条件 の 方 に お い て 報 告 言 語
行 動 は 高 ま っ て い る た め 、 こ の 研 究 結 果 を 支 持 で き な い 。
4.今後 の 課 題
本 研 究 は 、2つの 課 題 を 行 い 報 告 す る手 続 き で あ つ た が 、 対 象
児 は 2つの 課 題 を 問 い か け に 応 じて 適 切 に 応 え て い る こ とか ら、
覚 え られ る範 囲 の も の で あ っ た と言 え る。 ま た 、 テ ス ト① で の 評
価 を 基 に した 3つの 課 題 を何 度 も行 つ て お り、対 象 児 に と っ て は
どん な 課 題 を す る の か 、 次 に どの 課 題 を す る 可 能 性 が あ る の か 予
測 で き る も の で あ っ た 。 しか し、 日常 場 面 に お い て は 、 様 々 な 活
動 を 行 つ た 後 に 報 告 を 行 う場 面 が 考 え られ る。 ま た 、 報 告 に 至 る
ま で の 活 動 の 数 や 内 容 は 日々 異 な る。 そ の 場 合 、 子 ど も は 行 つ た
全 て の 活 動 を 報 告 す る こ とは 少 な く、 そ の 中 で い くつ か の 活 動 を
選 び 報 告 す る こ と とな る こ とが 多 い 。 よ つ て 、 複 数 の 課 題 を 行 つ
た 場 合 で あ れ ば 選 択 や 好 み が 報 告 に ど の よ うな 影 響 を 与 え る の
か と い つ た 課 題 の 量 的 側 面 か ら選 択 や 好 み の 影 響 を 検 討 す る 必
要 が あ る。 ま た 、 課 題 の 数 に 変 化 は な い が 、 新 奇 な 課 題 や 稀 に 行
う課 題 な ど対 象 児 に と っ て 印 象 に 残 る よ うな 課 題 を 行 つ た 場 合 、
選 択 や 好 み が 報 告 に ど の よ うな 影 響 を 与 え る の か と い っ た 課 題
の 質 的 な 側 面 か ら選 択 や 好 み の 影 響 を検 討 す る 必 要 が あ る。
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障 害 科 学 コ ー ス の 同 期 の 皆 様 。 そ れ ぞ れ の 研 究 の 向 か つ て い る 姿 で 刺 激 を 受 け
て い ま した 。 あ り が と う ご ざ い ま した 。
両 親 に は こ こ ま で 大 変 迷 惑 を か け て き ま した 。 大 学 院 に ま で 来 させ て い た だ き
本 当 に あ り が と う ご ざ い ま した 。 こ れ か ら 両 親 に 負 け な い 教 員 を 目指 して 精 進 し
ま す 。
